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(57)【要約】
ワイヤレス通信のための方法、装置、およびコンピュー
タプログラム製品が提供される。本装置はＵＥであり得
る。ＵＥは、フレームのサブフレームの第１のセットを
含む第１のＣＳＩサブフレームセットと、フレームのサ
ブフレームの第２のセットを含む第２のＣＳＩサブフレ
ームセットとを決定する。サブフレームの第１のセット
中のサブフレームは、サブフレームの第２のセット中の
サブフレームとは異なる。ＵＥは、第１のＣＳＩサブフ
レームセットまたは第２のＣＳＩサブフレームセットの
うちの１つにおいてＣＳＩ参照サブフレームを決定する
。ＵＥは、ＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測
定する。ＵＥは、第１のＣＳＩサブフレームセットまた
は第２のＣＳＩサブフレームセットのうちの１つ中のト
リガリングサブフレームにおいて非周期ＣＳＩ要求を受
信する。トリガリングサブフレームはＣＳＩ参照サブフ
レームの後にある。
【選択図】図１３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレームのサブフレームの第１のセットを含む第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）サブ
フレームセットと、前記フレームのサブフレームの第２のセットを含む第２のＣＳＩサブ
フレームセットとを決定することと、サブフレームの前記第１のセット中のサブフレーム
がサブフレームの前記第２のセット中のサブフレームとは異なる、
　前記第１のＣＳＩサブフレームセットまたは前記第２のＣＳＩサブフレームセットのう
ちの１つにおいてＣＳＩ参照サブフレームを決定することと、
　前記ＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測定することと、
　前記第１のＣＳＩサブフレームセットまたは前記第２のＣＳＩサブフレームセットのう
ちの１つ中のトリガリングサブフレームにおいて非周期ＣＳＩ要求を受信することと、前
記トリガリングサブフレームが前記ＣＳＩ参照サブフレームの後にある、ここにおいて、
前記ＣＳＩ参照サブフレームが前記第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記トリ
ガリングサブフレームが前記第１のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、前記非周期
ＣＳＩ要求が前記第２のＣＳＩサブフレームセットについてのものであり、前記ＣＳＩ参
照サブフレームが前記第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記トリガリングサブ
フレームが前記第２のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、前記非周期ＣＳＩ要求が
前記第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものである、
を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記ＣＳＩ参照サブフレームが前記第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記ト
リガリングサブフレームが前記第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記非周期Ｃ
ＳＩ要求が前記第２のＣＳＩサブフレームセットについて受信され、前記方法は、
　前記非周期ＣＳＩ測定がその中で報告されるべきである報告サブフレームを決定するこ
とと、
　前記トリガリングサブフレームと前記報告サブフレームとの間の前記第２のＣＳＩサブ
フレームセット内にダウンリンクサブフレームがあるかどうかを決定することと、前記ト
リガリングサブフレームが前記報告サブフレームの少なくとも４サブフレーム前に位置す
る、
　前記トリガリングサブフレームと前記報告サブフレームとの間の前記第２のＣＳＩサブ
フレームセット内に前記ダウンリンクサブフレームがあり、前記ダウンリンクサブフレー
ムが前記報告サブフレームの少なくとも４サブフレーム前にあるとき、前記ダウンリンク
サブフレームにおいてＣＳＩを測定することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記報告サブフレームの少なくとも４サブフレーム前におよび前記トリガリングサブフ
レームと前記報告サブフレームとの間の前記第２のＣＳＩサブフレームセット内に前記ダ
ウンリンクサブフレームがないとき、前記報告サブフレーム内で前記ＣＳＩ参照サブフレ
ームからの前記ＣＳＩ測定を報告することをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記報告サブフレームの少なくとも４サブフレーム前におよび前記トリガリングサブフ
レームと前記報告サブフレームとの間の前記第２のＣＳＩサブフレームセット内に前記ダ
ウンリンクサブフレームがあるとき、前記報告サブフレーム内で前記ダウンリンクサブフ
レームからの前記ＣＳＩ測定を報告することをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを通して前記ＣＳＩ参照サブフレームの半静
的構成を受信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＣＳＩ参照サブフレームが、前記第１のＣＳＩサブフレームセットまたは前記第２
のＣＳＩサブフレームセットのうちの前記１つ内の第１のダウンリンクサブフレームであ
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ると決定される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＣＳＩ参照サブフレームが前記第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記ト
リガリングサブフレームが前記第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記非周期Ｃ
ＳＩ要求が前記第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものであり、前記方法は、
　前記第２のＣＳＩサブフレームセットにおいて第２のＣＳＩ参照サブフレームを決定す
ることと、
　前記第２のＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測定することと、
　前記第１のＣＳＩサブフレームセット中の第２のトリガリングサブフレームにおいて第
２の非周期ＣＳＩ要求を受信することと、前記第２のトリガリングサブフレームが前記第
２のＣＳＩ参照サブフレームの後にあり、前記第２の非周期ＣＳＩ要求が前記第２のＣＳ
Ｉサブフレームセットについてのものである、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＣＳＩ参照サブフレームおよび前記第２のＣＳＩ参照サブフレームが、前記第１の
ＣＳＩサブフレームセットおよび前記第２のＣＳＩサブフレームセット中のただ２つのＣ
ＳＩ参照サブフレームである、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記方法がユーザ機器（ＵＥ）によって実施されるもので、前記ＣＳＩ参照サブフレー
ムが前記ＵＥの間欠受信（ＤＲＸ）アクティブ状態中にあるときのみ、前記ＣＳＩ参照サ
ブフレームにおける前記ＣＳＩが測定され、前記方法は、前記ＣＳＩ参照サブフレームが
前記ＵＥのＤＲＸアクティブ状態中にあるときのみ、前記ＣＳＩ参照サブフレームにおい
て測定された前記ＣＳＩを報告することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　フレームのサブフレームの第１のセットを含む第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）サブ
フレームセットと、前記フレームのサブフレームの第２のセットを含む第２のＣＳＩサブ
フレームセットとを決定することと、サブフレームの前記第１のセット中のサブフレーム
がサブフレームの前記第２のセット中のサブフレームとは異なる、
　前記第１のＣＳＩサブフレームセットまたは前記第２のＣＳＩサブフレームセットのう
ちの１つにおいてＣＳＩ参照サブフレームを決定することと、
　前記ＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測定することと、
　前記ＣＳＩ参照サブフレームのためにのみ前記測定されたＣＳＩを記憶することと、
　前記第１のＣＳＩサブフレームセットまたは前記第２のＣＳＩサブフレームセットのう
ちの１つ中のトリガリングサブフレームにおいて非周期ＣＳＩ要求を受信することと、前
記トリガリングサブフレームが前記ＣＳＩ参照サブフレームの後にある、ここにおいて、
前記ＣＳＩ参照サブフレームが前記第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記トリ
ガリングサブフレームが前記第１のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、前記非周期
ＣＳＩ要求が前記第２のＣＳＩサブフレームセットについてのものであり、前記ＣＳＩ参
照サブフレームが前記第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記トリガリングサブ
フレームが前記第２のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、前記非周期ＣＳＩ要求が
前記第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものである、
を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項１１】
　時分割複信（ＴＤＤ）アップリンク／ダウンリンク構成を決定することと、
　前記ＴＤＤアップリンク／ダウンリンク構成に基づいて、前記ＣＳＩ参照サブフレーム
が前記第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものであるか前記第２のＣＳＩサブフ
レームセットについてのものであるかを決定することと
をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のＣＳＩサブフレームセットが前記フレームのサブフレーム０、１、５、およ
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び６を含み、前記第２のＣＳＩサブフレームセットが前記フレームの少なくとも１つの他
のサブフレームを含み、ここにおいて、前記ＴＤＤアップリンク／ダウンリンク構成がＴ
ＤＤアップリンク／ダウンリンク構成０、１、３または６のうちの１つであるとき、前記
ＣＳＩ参照サブフレームが前記第２のＣＳＩサブフレームセット内にあると決定され、お
よびここにおいて、前記ＴＤＤアップリンク／ダウンリンク構成がＴＤＤアップリンク／
ダウンリンク構成２、４、または５のうちの１つであるとき、前記ＣＳＩ参照サブフレー
ムが前記第１のＣＳＩサブフレームセット内にあると決定される、請求項１１に記載の方
法。
【請求項１３】
　前記方法がユーザ機器（ＵＥ）によって実施されるもので、前記ＣＳＩ参照サブフレー
ムが前記ＵＥの間欠受信（ＤＲＸ）アクティブ状態中にあるときのみ、前記ＣＳＩ参照サ
ブフレームにおける前記ＣＳＩが測定され、前記方法は、前記ＣＳＩ参照サブフレームが
前記ＵＥのＤＲＸアクティブ状態中にあるときのみ、前記ＣＳＩ参照サブフレームにおい
て測定された前記ＣＳＩを報告することをさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
プロセッサは、
　フレームのサブフレームの第１のセットを含む第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）サブ
フレームセットと、前記フレームのサブフレームの第２のセットを含む第２のＣＳＩサブ
フレームセットとを決定することと、サブフレームの前記第１のセット中のサブフレーム
がサブフレームの前記第２のセット中のサブフレームとは異なる、
　前記第１のＣＳＩサブフレームセットまたは前記第２のＣＳＩサブフレームセットのう
ちの１つにおいてＣＳＩ参照サブフレームを決定することと、
　前記ＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測定することと、
　前記第１のＣＳＩサブフレームセットまたは前記第２のＣＳＩサブフレームセットのう
ちの１つ中のトリガリングサブフレームにおいて非周期ＣＳＩ要求を受信することと、前
記トリガリングサブフレームが前記ＣＳＩ参照サブフレームの後にある、ここにおいて、
前記ＣＳＩ参照サブフレームが前記第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記トリ
ガリングサブフレームが前記第１のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、前記非周期
ＣＳＩ要求が前記第２のＣＳＩサブフレームセットについてのものであり、前記ＣＳＩ参
照サブフレームが前記第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記トリガリングサブ
フレームが前記第２のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、前記非周期ＣＳＩ要求が
前記第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものである、
を行うように構成される、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１５】
　前記ＣＳＩ参照サブフレームが前記第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記ト
リガリングサブフレームが前記第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記非周期Ｃ
ＳＩ要求が前記第２のＣＳＩサブフレームセットについて受信され、前記少なくとも１つ
のプロセッサは、
　前記非周期ＣＳＩ測定がその中で報告されるべきである報告サブフレームを決定するこ
とと、
　前記トリガリングサブフレームと前記報告サブフレームとの間の前記第２のＣＳＩサブ
フレームセット内にダウンリンクサブフレームがあるかどうかを決定することと、前記ト
リガリングサブフレームが前記報告サブフレームの少なくとも４サブフレーム前に位置す
る、
　前記トリガリングサブフレームと前記報告サブフレームとの間の前記第２のＣＳＩサブ
フレームセット内に前記ダウンリンクサブフレームがあり、前記ダウンリンクサブフレー
ムが前記報告サブフレームの少なくとも４サブフレーム前にあるとき、前記ダウンリンク
サブフレームにおいてＣＳＩを測定することと
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を行うようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記報告サブフレームの少なくとも４サブフレー
ム前におよび前記トリガリングサブフレームと前記報告サブフレームとの間の前記第２の
ＣＳＩサブフレームセット内に前記ダウンリンクサブフレームがないとき、前記報告サブ
フレーム内で前記ＣＳＩ参照サブフレームからの前記ＣＳＩ測定を報告するようにさらに
構成される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記報告サブフレームの少なくとも４サブフレー
ム前におよび前記トリガリングサブフレームと前記報告サブフレームとの間の前記第２の
ＣＳＩサブフレームセット内に前記ダウンリンクサブフレームがあるとき、前記報告サブ
フレーム内で前記ダウンリンクサブフレームからの前記ＣＳＩ測定を報告するようにさら
に構成される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを通し
て前記ＣＳＩ参照サブフレームの半静的構成を受信するようにさらに構成される、請求項
１４に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ＣＳＩ参照サブフレームが、前記第１のＣＳＩサブフレームセットまたは前記第２
のＣＳＩサブフレームセットのうちの前記１つ内の第１のダウンリンクサブフレームであ
ると決定される、請求項１４に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ＣＳＩ参照サブフレームが前記第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記ト
リガリングサブフレームが前記第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記非周期Ｃ
ＳＩ要求が前記第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものであり、前記少なくとも
１つのプロセッサは、
　前記第２のＣＳＩサブフレームセットにおいて第２のＣＳＩ参照サブフレームを決定す
ることと、
　前記第２のＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測定することと、
　前記第１のＣＳＩサブフレームセット中の第２のトリガリングサブフレームにおいて第
２の非周期ＣＳＩ要求を受信することと、前記第２のトリガリングサブフレームが前記第
２のＣＳＩ参照サブフレームの後にあり、前記第２の非周期ＣＳＩ要求が前記第２のＣＳ
Ｉサブフレームセットについてのものである、
を行うようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項２１】
　前記ＣＳＩ参照サブフレームおよび前記第２のＣＳＩ参照サブフレームが、前記第１の
ＣＳＩサブフレームセットおよび前記第２のＣＳＩサブフレームセット中のただ２つのＣ
ＳＩ参照サブフレームである、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記装置がユーザ機器（ＵＥ）によって実施されるもので、前記ＣＳＩ参照サブフレー
ムが前記ＵＥの間欠受信（ＤＲＸ）アクティブ状態中にあるときのみ、前記ＣＳＩ参照サ
ブフレームにおける前記ＣＳＩが測定され、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記Ｃ
ＳＩ参照サブフレームが前記ＵＥのＤＲＸアクティブ状態中にあるときのみ、前記ＣＳＩ
参照サブフレームにおいて測定された前記ＣＳＩを報告するようにさらに構成される、請
求項１４に記載の装置。
【請求項２３】
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
プロセッサは、
　フレームのサブフレームの第１のセットを含む第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）サブ
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フレームセットと、前記フレームのサブフレームの第２のセットを含む第２のＣＳＩサブ
フレームセットとを決定することと、サブフレームの前記第１のセット中のサブフレーム
がサブフレームの前記第２のセット中のサブフレームとは異なる、
　前記第１のＣＳＩサブフレームセットまたは前記第２のＣＳＩサブフレームセットのう
ちの１つにおいてＣＳＩ参照サブフレームを決定することと、
　前記ＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測定することと、
　前記ＣＳＩ参照サブフレームのためにのみ前記測定されたＣＳＩを記憶することと、
　前記第１のＣＳＩサブフレームセットまたは前記第２のＣＳＩサブフレームセットのう
ちの１つ中のトリガリングサブフレームにおいて非周期ＣＳＩ要求を受信することと、前
記トリガリングサブフレームが前記ＣＳＩ参照サブフレームの後にある、ここにおいて、
前記ＣＳＩ参照サブフレームが前記第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記トリ
ガリングサブフレームが前記第１のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、前記非周期
ＣＳＩ要求が前記第２のＣＳＩサブフレームセットについてのものであり、前記ＣＳＩ参
照サブフレームが前記第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、前記トリガリングサブ
フレームが前記第２のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、前記非周期ＣＳＩ要求が
前記第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものである、
を行うように構成される、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　時分割複信（ＴＤＤ）アップリンク／ダウンリンク構成を決定することと、
　前記ＴＤＤアップリンク／ダウンリンク構成に基づいて、前記ＣＳＩ参照サブフレーム
が前記第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものであるか前記第２のＣＳＩサブフ
レームセットについてのものであるかを決定することと
を行うようにさらに構成される、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記第１のＣＳＩサブフレームセットが前記フレームのサブフレーム０、１、５、およ
び６を含み、前記第２のＣＳＩサブフレームセットが前記フレームの少なくとも１つの他
のサブフレームを含み、ここにおいて、前記ＴＤＤアップリンク／ダウンリンク構成がＴ
ＤＤアップリンク／ダウンリンク構成０、１、３または６のうちの１つであるとき、前記
ＣＳＩ参照サブフレームが前記第２のＣＳＩサブフレームセット内にあると決定され、お
よびここにおいて、前記ＴＤＤアップリンク／ダウンリンク構成がＴＤＤアップリンク／
ダウンリンク構成２、４、または５のうちの１つであるとき、前記ＣＳＩ参照サブフレー
ムが前記第１のＣＳＩサブフレームセット内にあると決定される、請求項２４に記載の装
置。
【請求項２６】
　前記装置がユーザ機器（ＵＥ）によって実施されるもので、前記ＣＳＩ参照サブフレー
ムが前記ＵＥの間欠受信（ＤＲＸ）アクティブ状態中にあるときのみ、前記ＣＳＩ参照サ
ブフレームにおける前記ＣＳＩが測定され、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記Ｃ
ＳＩ参照サブフレームが前記ＵＥのＤＲＸアクティブ状態中にあるときのみ、前記ＣＳＩ
参照サブフレームにおいて測定された前記ＣＳＩを報告するようにさらに構成される、請
求項２３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本出願は、「ＲＥＳＴＲＩＣＴＥＤ　ＡＰＥＲＩＯＤＩＣ　ＣＳＩ　ＭＥＡＳ
ＵＲＥＭＥＮＴ　ＲＥＰＯＲＴＩＮＧ　ＩＮ　ＥＮＨＡＮＣＥＤ　ＩＮＴＥＲＦＥＲＥＮ
ＣＥ　ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ　ＡＮＤ　ＴＲＡＦＦＩＣ　ＡＤＡＰＴＡＴＩＯＮ」と題さ
れ、２０１４年５月９日に出願された、中国ＰＣＴ出願第ＰＣＴ／ＣＮ２０１４／０７７
１２２号の利益を主張するもので、その全体が参照によって本明細書に明確に組み込まれ
る。
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【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、拡張干渉管理およびト
ラフィック適応における制限付き非周期チャネル状態情報（ＣＳＩ：channel state info
rmation）測定報告に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、および
ブロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。
典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さ
らには地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通
信規格において採用されている。例示的な電気通信規格はロングタームエボリューション
（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３
ＧＰＰ（登録商標））によって公表されたユニバーサルモバイルテレコミュニケーション
ズシステム（ＵＭＴＳ）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、スペクトル効率
を改善すること、コストを下げること、サービスを改善すること、新しいスペクトルを利
用すること、およびダウンリンク（ＤＬ）上でＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ
）上でＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他の
オープン規格とより良く統合することによって、モバイルブロードバンドインターネット
アクセスをより良くサポートするように設計されている。しかしながら、モバイルブロー
ドバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必
要である。好ましくは、これらの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する
電気通信規格とに適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供
される。本装置はユーザ機器（ＵＥ）であり得る。ＵＥは、フレームのサブフレームの第
１のセットを含む第１のＣＳＩサブフレームセットと、フレームのサブフレームの第２の
セットを含む第２のＣＳＩサブフレームセットとを決定する。サブフレームの第１のセッ
ト中のサブフレームは、サブフレームの第２のセット中のサブフレームとは異なる。ＵＥ
は、第１のＣＳＩサブフレームセットまたは第２のＣＳＩサブフレームセットのうちの１
つにおいてＣＳＩ参照サブフレームを決定する。ＵＥは、ＣＳＩ参照サブフレームにおい
てＣＳＩを測定する。ＵＥは、第１のＣＳＩサブフレームセットまたは第２のＣＳＩサブ
フレームセットのうちの１つ中のトリガリングサブフレームにおいて非周期ＣＳＩ要求を
受信する。トリガリングサブフレームはＣＳＩ参照サブフレームの後にある。ＣＳＩ参照
サブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、トリガリングサブフレームが
第１のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、非周期ＣＳＩ要求は第２のＣＳＩサブフ
レームセットについてのものである。ＣＳＩ参照サブフレームが第１のＣＳＩサブフレー
ムセット中にあり、トリガリングサブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセット中にあ
るとき、非周期ＣＳＩ要求は第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものである。
【０００６】
　[0006]　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供
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される。本装置はＵＥであり得る。ＵＥは、フレームのサブフレームの第１のセットを含
む第１のＣＳＩサブフレームセットと、フレームのサブフレームの第２のセットを含む第
２のＣＳＩサブフレームセットとを決定する。サブフレームの第１のセット中のサブフレ
ームは、サブフレームの第２のセット中のサブフレームとは異なる。ＵＥは、第１のＣＳ
Ｉサブフレームセットまたは第２のＣＳＩサブフレームセットのうちの１つにおいてＣＳ
Ｉ参照サブフレームを決定する。ＵＥは、ＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測定
する。ＵＥは、ＣＳＩ参照サブフレームのためにのみ測定されたＣＳＩを記憶する。ＵＥ
は、第１のＣＳＩサブフレームセットまたは第２のＣＳＩサブフレームセットのうちの１
つ中のトリガリングサブフレームにおいて非周期ＣＳＩ要求を受信する。トリガリングサ
ブフレームはＣＳＩ参照サブフレームの後にある。ＣＳＩ参照サブフレームが第２のＣＳ
Ｉサブフレームセット中にあり、トリガリングサブフレームが第１のＣＳＩサブフレーム
セット中にあるとき、非周期ＣＳＩ要求は第２のＣＳＩサブフレームセットについてのも
のである。ＣＳＩ参照サブフレームが第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、トリガ
リングサブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、非周期ＣＳＩ要求
は第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものである。
【０００７】
　[0007]　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供
される。本装置はＵＥであり得る。ＵＥは、フレームのサブフレームの第１のセットを含
む第１のＣＳＩサブフレームセットと、フレームのサブフレームの第２のセットを含む第
２のＣＳＩサブフレームセットとを決定する。サブフレームの第１のセット中のサブフレ
ームは、サブフレームの第２のセット中のサブフレームとは異なる。ＵＥは、構成された
キャリアの数、またはＣＳＩ測定についての非周期ＣＳＩ要求を受信する前にＣＳＩ測定
を記憶するためのキャリアの各々へのサポートのうちの少なくとも１つに基づいて、第１
のＣＳＩサブフレームセットまたは第２のＣＳＩサブフレームセットのうちの少なくとも
１つにおいて少なくとも１つのＣＳＩ参照サブフレームを決定する。ＵＥは、決定された
少なくとも１つのＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測定する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】ネットワークアーキテクチャの一例を示す図である。
【図２】アクセスネットワークの一例を示す図である。
【図３】ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図である。
【図４】ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図である。
【図５】ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの一
例を示す図である。
【図６】アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す図であ
る。
【図７Ａ】連続キャリアアグリゲーションの一例を示す図である。
【図７Ｂ】不連続キャリアアグリゲーションの一例を示す図である。
【図８】可能なＤＬ／ＵＬ構成および特殊サブフレームを示す図である。
【図９】非周期ＣＳＩ報告のためのＣＳＩ参照リソースのための第１および第２の手法を
示す図である。
【図１０】非周期ＣＳＩ報告のためのＣＳＩ参照リソースのための第１の手法を示す第１
の図である。
【図１１】非周期ＣＳＩ報告のためのＣＳＩ参照リソースのための第１の手法を示す第２
の図である。
【図１２】非周期ＣＳＩ報告のためのＣＳＩ参照リソースのための第１の代替手法を示す
図である。
【図１３】非周期ＣＳＩ報告のためのＣＳＩ参照リソースのための第２の代替手法を示す
図である。
【図１４】非周期ＣＳＩ報告のためのＣＳＩ参照リソースのための第２の代替手法を示す
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第２の図である。
【図１５】非周期ＣＳＩ報告のためのＣＳＩ参照リソースのための第４の代替手法を示す
図である。
【図１６】第１の代替手法を示すフローチャートである。
【図１７】第２の代替手法を示すフローチャートである。
【図１８】第３の代替手法を示すフローチャートである。
【図１９】例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフローを示す
概念データフロー図である。
【図２０】処理システムを採用する装置のためのハードウェア実施形態の一例を示す図で
ある。
【詳細な説明】
【０００９】
　[0029]　添付の図面に関連して以下に記載する詳細な説明は、様々な構成の説明である
ことを意図するもので、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すことを
意図しない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む
。しかしながら、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが、当業
者には明らかであろう。いくつかの事例では、よく知られた構造および構成要素が、これ
らの概念を不明瞭にすることを避けるためにブロック図の形態で示される。
【００１０】
　[0030]　次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様が提
示される。これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要
素」と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス
、アルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コ
ンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実施され得る。そのよ
うな要素がハードウェアとして実施されるか、またはソフトウェアとして実施されるかは
、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
【００１１】
　[0031]　例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１
つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」で実施され得る。プロセッサの例とし
ては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（
ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわたって
説明される様々な機能を行うように構成される他の好適なハードウェアがある。処理シス
テム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソ
フトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語と
呼ばれようと、またはそうでなかろうと、命令、命令セット、コード、コードセグメント
、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケ
ーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブル
ーチン、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意
味すると広く解釈されるものとする。
【００１２】
　[0032]　従って、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明された機能が、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実施され得る。
ソフトウェアで実施される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、ある
いはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る
。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスできる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよう
なコンピュータ可読媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパク
トディスクＲＯＭ（ＣＤ－ＲＯＭ）または他の光ディスクストレージ、磁気ディスクスト
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レージまたは他の磁気ストレージデバイス、上述のタイプのコンピュータ可読媒体の組合
せ、あるいはコンピュータによってアクセスされ得る、命令またはデータ構造の形態のコ
ンピュータ実行可能コードを記憶するために使用され得る任意の他の媒体を備えることが
できる。
【００１３】
　[0033]　図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネ
ットワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ）１００と呼ばれる
ことがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１０２と、発展型Ｕ
ＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４と、発展型パケットコ
ア（ＥＰＣ）１１０と、事業者のインターネットプロトコル（ＩＰ）サービス１２２とを
含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続できるが、簡単のために、それ
らのエンティティ／インターフェースは図示されていない。図示のように、ＥＰＳはパケ
ット交換サービスを提供するが、当業者なら容易に諒解するように、本開示全体にわたっ
て提示する様々な概念は、回線交換サービスを提供するネットワークに拡張され得る。
【００１４】
　[0034]　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と、他のｅＮＢ１０８と
を含み、マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）１２８を含む。ｅＮＢ１０６は、Ｕ
Ｅ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーンプロトコル終端とを与え
る。ｅＮＢ１０６は、バックホール（例えば、Ｘ２インターフェース）を介して他のｅＮ
Ｂ１０８に接続され得る。ＭＣＥ１２８は、発展型マルチメディアブロードキャストマル
チキャストサービス（ＭＢＭＳ）（ｅＭＢＭＳ）のために時間／周波数無線リソースを割
り振り、ｅＭＢＭＳのために無線構成（例えば、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）
）を決定する。ＭＣＥ１２８は、別個のエンティティ、またはｅＮＢ１０６の一部であり
得る。ｅＮＢ１０６はまた、基地局、ノードＢ、アクセスポイント、トランシーバ基地局
、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ）、
拡張サービスセット（ＥＳＳ）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。
ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２
の例としては、セルラーフォン、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）
フォン、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マル
チメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（例えば、ＭＰ３プ
レーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、または任意の他の同様の機能デバイスがある
。ＵＥ１０２はまた、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユ
ニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイ
ス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モ
バイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバ
イルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある
。
【００１５】
　[0035]　ｅＮＢ１０６はＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理
エンティティ（ＭＭＥ）１１２と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０と、他のＭＭＥ
１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、マルチメディアブロードキャストマルチキ
ャストサービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１２４と、ブロードキャストマルチキャストサ
ービスセンター（ＢＭ－ＳＣ）１２６と、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲート
ウェイ１１８とを含み得る。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナ
リングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭＥ１１２は、ベアラおよび接続管理を
行う。全てのユーザＩＰパケットはサービングゲートウェイ１１６を通して転送され、サ
ービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲートウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲー
トウェイ１１８は、ＵＥのＩＰアドレス割振り並びに他の機能を与える。ＰＤＮゲートウ
ェイ１１８およびＢＭ－ＳＣ１２６はＩＰサービス１２２に接続される。ＩＰサービス１
２２は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）
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、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）、および／または他のＩＰサービスを含み得る
。ＢＭ－ＳＣ１２６は、ＭＢＭＳユーザサービス提供および配信のための機能を与え得る
。ＢＭ－ＳＣ１２６は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信のためのエントリポイントと
して働き得、ＰＬＭＮ内のＭＢＭＳベアラサービスを許可し開始するために使用され得、
ＭＢＭＳ送信をスケジュールし配信するために使用され得る。ＭＢＭＳゲートウェイ１２
４は、特定のサービスをブロードキャストするマルチキャストブロードキャスト単一周波
数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに属するｅＮＢ（例えば、１０６、１０８）にＭＢ
ＭＳトラフィックを配信するために使用され得、セッション管理（開始／停止）と、ｅＭ
ＢＭＳ関係の課金情報を収集することとを担当し得る。
【００１６】
　[0036]　図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２
００の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００が、いくつかのセ
ルラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ
２０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る
。より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（例えば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮ
Ｂ））、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）であり得る。
マクロｅＮＢ２０４は各々、該当するセル２０２に割り当てられ、セル２０２中の全ての
ＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるように構成される。アクセスネ
ットワーク２００のこの例では集中コントローラがないが、代替構成では集中コントロー
ラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、スケ
ジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む、
全ての無線関係機能を担当する。ｅＮＢは１つまたは複数の（例えば、３つの）（セクタ
とも呼ばれる）セルをサポートし得る。「セル」という用語は、ｅＮＢの最小カバレージ
エリア、および／または特定のカバレージエリアをサービスするｅＮＢサブシステムを指
すことができる。さらに、「ｅＮＢ」、「基地局」、および「セル」という用語は、本明
細書において同義で使用され得る。
【００１７】
　[0037]　アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、
展開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割
複信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上
で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容
易に諒解するように、本明細書で提示する様々な概念はＬＴＥ適用例に好適である。但し
、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡
張され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（Ｅ
Ｖ－ＤＯ）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ－Ｄ
ＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として第３世代パートナーシ
ッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表されたエアインターフェース規格であり
、ＣＤＭＡを利用して、移動局にブロードバンドインターネットアクセスを提供する。こ
れらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣＤＭＡな
どのＣＤＭＡの他の変形態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）、
ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、並びに
、ＯＦＤＭＡを採用する発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ
－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８
０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、Ｕ
ＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２
０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際の
ワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課された全体
的な設計制約に依存することになる。
【００１８】
　[0038]　ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。Ｍ
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ＩＭＯ技術の使用は、ｅＮＢ２０４が、空間多重化と、ビームフォーミングと、送信ダイ
バーシティとをサポートするために空間領域を活用することを可能にする。空間多重化は
、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デー
タストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、ま
たは全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これは
、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のスケ
ーリングを適用し）、次いで、ＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーデ
ィングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディン
グされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともにＵＥ２０６に到着し、これ
により、ＵＥ２０６の各々が、そのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複数のデータスト
リームを復元することを可能にする。ＵＬ上で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディ
ングされたデータストリームを送信し、これにより、ｅＮＢ２０４が、空間的にプリコー
ディングされた各データストリームのソースを識別することを可能にする。
【００１９】
　[0039]　空間多重化は、概して、チャネル状態が良いときに使用される。チャネル状態
があまり好ましくないとき、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるために
ビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するためのデ
ータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジで良好な
カバレージを達成するため、シングルストリームビームフォーミング送信が送信ダイバー
シティと組み合わせて使用され得る。
【００２０】
　[0040]　以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様が、ＤＬ上でＯＦ
ＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参照して説明される。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシン
ボル内のいくつかのサブキャリアにわたってデータを変調するスペクトル拡散技法である
。サブキャリアは正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサブキャリアからデータ
を復元することを可能にする「直交性」を与える。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干
渉をなくすために、ガード間隔（例えば、サイクリックプレフィックス）が各ＯＦＤＭシ
ンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を補償するために
、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００２１】
　[0041]　図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレ
ーム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレ
ームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。リソースグリッドが２つのタイムス
ロットを表すために使用され得、各タイムスロットがリソースブロックを含む。リソース
グリッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、ノーマルサイクリックプレフ
ィックスの場合、リソースブロックが、合計８４個のリソース要素について、周波数領域
中に１２個の連続するサブキャリアを含み、時間領域中に７個の連続するＯＦＤＭシンボ
ルを含む。拡張サイクリックプレフィックスの場合、リソースブロックは、合計７２個の
リソース要素について、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含く、時間領域
中に６個の連続するＯＦＤＭシンボルを含んでいる。Ｒ３０２、３０４として示されるリ
ソース要素のうちのいくつかは、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（
共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ
－ＲＳ）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳ
ＣＨ）がマッピングされるリソースブロック上で送信される。各リソース要素によって搬
送されるビット数は変調方式に依存する。従って、ＵＥが受信するリソースブロックが多
いほど、および変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高くなる。
【００２２】
　[0042]　図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬ
のための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分さ
れ得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジで形成され得、構成可能なサ
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イズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報を送信するためにＵ
Ｅに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれない全てのリソ
ースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、単一のＵＥがデータセクション中の連続
サブキャリアの全てを割り当てられることを可能にし得る、連続サブキャリアを含むデー
タセクションをもたらす。
【００２３】
　[0043]　ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブ
ロック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられ得る。ＵＥはまた、ｅＮＢにデータを送信する
ために、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂを割り当てられ得る
。ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネ
ル（ＰＵＣＣＨ）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセクション中の割り当てら
れたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）中でデータまたはデータ
と制御情報の両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得
、周波数上でホッピングし得る。
【００２４】
　[0044]　リソースブロックのセットが、初期システムアクセスを行って、物理ランダム
アクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）４３０中でＵＬ同期を達成するために使用され得る。Ｐ
ＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いずれのＵＬデータ／シグナリングも
搬送できない。各ランダムアクセスプリアンブルは、６つの連続するリソースブロックに
対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネットワークによって指定される。すなわち、
ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある時間リソースおよび周波数リソースに制限
される。ＰＲＡＣＨのための周波数ホッピングはない。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレ
ーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレームのシーケンス中で搬送され、ＵＥは、
フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試みを行うことができる。
【００２５】
　[0045]　図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロ
トコルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロ
トコルアーキテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３という、３つのレイヤと
ともに示される。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号
処理機能を実施する。Ｌ１レイヤは、本明細書で物理レイヤ５０６と呼ばれる。レイヤ２
（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥ
とｅＮＢとの間のリンクを担当する。
【００２６】
　[0046]　ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８が、ネットワーク側のｅＮＢで終端さ
れる、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）サブレイヤ５１０と、無線リンク制御（ＲＬＣ）サブ
レイヤ５１２と、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）５１４サブレ
イヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１
８で終端されるネットワークレイヤ（例えば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（例えば、遠
端ＵＥ、サーバなど）で終端されるアプリケーションレイヤとを含めて、Ｌ２レイヤ５０
８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００２７】
　[0047]　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重
化を提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するた
めの上位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによる
セキュリティと、ＵＥのためのｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを提供する。ＲＬＣサ
ブレイヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよび再統合と、紛
失データパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）による、順が狂っ
た受信を補正するためのデータパケットの並べ替えとを提供する。ＭＡＣサブレイヤ５１
０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を提供する。ＭＡＣサブレ
イヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル中の様々な無線リソース（例えば、リソースブ
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ロック）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＨＡＲＱ動作(HAR
Q operations)を担当する。
【００２８】
　[0048]　制御プレーンにおいて、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテク
チャは、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６お
よびＬ２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ
３レイヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲＣサブレイヤ
５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮＢとＵＥとの
間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担当する。
【００２９】
　[0049]　図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０の
ブロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントロ
ーラ／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤの
機能を実施する。ＤＬで、コントローラ／プロセッサ６７５は、ヘッダ圧縮と、暗号化と
、パケットのセグメンテーションおよび並べ替えと、論理チャネルとトランスポートチャ
ネルとの間の多重化と、様々な優先度メトリックに基づくＵＥ６５０への無線リソース割
振りとを提供する。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケ
ットの再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００３０】
　[0050]　送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のた
めの様々な信号処理機能を実施する。信号処理機能は、ＵＥ６５０での前方誤り訂正（Ｆ
ＥＣ）と、様々な変調方式（例えば、２位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ）、４位相シフ
トキーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ）、多値直交振幅変調
（Ｍ－ＱＡＭ））に基づく信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために
、コーディングとインターリービングとを含む。次いで、コーディングされ変調されたシ
ンボルは並列ストリームに分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアに
マッピングされ、時間領域および／または周波数領域中で基準信号（例えば、パイロット
）と多重化され、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用して互いに合成されて、
時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルが生成される。ＯＦＤＭス
トリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコーディングされる。
チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび変調方式を決定する
ために、並びに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５０によって
送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され得る。各空
間ストリームは、次いで、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０に与え
られ得る。各送信機６１８ＴＸは、送信のために該当する空間ストリームでＲＦキャリア
を変調し得る。
【００３１】
　[0051]　ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それの該当するアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、情報を受信（ＲＸ）プロセッサ６５６に与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１レ
イヤの様々な信号処理機能を実施する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられ
た任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を行い得る。複数の空
間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらの空間ストリームはＲＸプロセッサ
６５６によって単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５
６は、次いで高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間
領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに
別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと、基準信号
とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレーションポイ
ントを決定することによって復元され、復調される。これらのソフト判定(soft decision
s)は、チャネル推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。ソフト判
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定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータおよび制
御信号を復元するために復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、
次いでコントローラ／プロセッサ６５９に与えられる。
【００３２】
　[0052]　コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実施する。コントローラ／プ
ロセッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。
メモリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬにおいて、コントロー
ラ／プロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために
、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の逆多重化と、パケットリアセンブリと
、暗号解読と、ヘッダ解凍と、制御信号処理とを提供する。上位レイヤパケットは、次い
で、Ｌ２レイヤの上の全てのプロトコルレイヤを表す、データシンク６６２に与えられる
。また、様々な制御信号が、Ｌ３処理のためにデータシンク６６２に与えられ得る。コン
トローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定応答（ＡＣ
Ｋ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用する誤り検出を担当する。
【００３３】
　[0053]　ＵＬでは、データソース６６７が、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レ
イヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上の全て
のプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に
、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテ
ーションおよび並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づく論理チャネ
ルとトランスポートチャネルとの間の多重化とを提供することによって、ユーザプレーン
および制御プレーンのためにＬ２レイヤを実施する。また、コントローラ／プロセッサ６
５９は、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送と、ｅＮＢ６１０へのシグナリングとを担
当する。
【００３４】
　[0054]　ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャ
ネル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調
方式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６
８によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成された空間ストリームは、
別個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられ得る。各送信機６５４
ＴＸは、送信のために該当する空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３５】
　[0055]　ＵＬ送信は、ＵＥ６５０での受信機機能に関して説明した様式と同様の様式で
ｅＮＢ６１０で処理される。各受信機６１８ＲＸは、それの該当するアンテナ６２０を通
して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元し
、情報をＲＸプロセッサ６７０に与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤを実施し得
る。
【００３６】
　[0056]　コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実現する。コントローラ／プ
ロセッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ
得る。メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬにおいて、コン
トローラ／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために
、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の逆多重化と、パケットリアセンブリと
、暗号解読と、ヘッダ解凍と、制御信号処理とを提供する。コントローラ／プロセッサ６
７５からの上位レイヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロ
セッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫ
プロトコルを使用する誤り検出を担当する。
【００３７】
　[0057]　図７Ａは、連続キャリアアグリゲーションタイプを開示する。図７Ｂは、不連
続キャリアアグリゲーションタイプを開示する。ＵＥは、各方向において送信のために使
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用される最高合計１００ＭＨｚ（５つのコンポーネントキャリア）のキャリアアグリゲー
ションにおいて割り振られた、最高２０ＭＨｚ帯域幅のスペクトルを使用し得る。概して
、アップリンク上ではダウンリンクよりも少ないトラフィックが送信され、従って、アッ
プリンクスペクトル割振りはダウンリンク割振りよりも小さくなり得る。例えば、アップ
リンクに２０ＭＨｚが割り当てられた場合、ダウンリンクには１００ＭＨｚが割り当てら
れ得る。これらの非対称ＦＤＤ割当ては、スペクトルを節約し、ブロードバンド加入者に
よる一般に非対称な帯域利用にぴったり合う。２つのタイプのキャリアアグリゲーション
（ＣＡ）方法、すなわち、連続ＣＡおよび不連続ＣＡが提案されている。これら２つのタ
イプのＣＡ方法は図７Ａおよび図７Ｂに示される不連続ＣＡは、複数の利用可能なコンポ
ーネントキャリアが周波数帯域に沿って分離されたときに生じる（図７Ｂ）。一方、連続
ＣＡは、複数の利用可能なコンポーネントキャリアが互いに隣接するときに生じる（図７
Ａ）。不連続ＣＡと連続ＣＡの両方は、単一のＵＥをサービスするために複数のＬＴＥ／
コンポーネントキャリアをアグリゲートする。コンポーネントキャリアは、１次コンポー
ネントキャリアと、１つまたは複数の２次コンポーネントキャリアとを含み得る。１次コ
ンポーネントキャリアは１次セル（Ｐｃｅｌｌ：primary cell）と呼ばれることがあり、
２次コンポーネントキャリアは２次セル（ＳＣｅｌｌ：secondary cell）と呼ばれること
がある。
【００３８】
　[0058]　不連続ＣＡでは、周波数帯域に沿ってキャリアが分離されるので、複数のＲＦ
受信ユニットと複数のＦＦＴとが配備され得る。不連続ＣＡは、大きい周波数範囲にわた
る複数の分離されたキャリア上でのデータ送信をサポートするので、周波数帯域が異なる
と、伝搬経路損失、ドップラーシフト、および他の無線チャネル特性が大いに変わり得る
。従って、不連続ＣＡ手法の下でブロードバンドデータ送信をサポートするために、異な
るコンポーネントキャリアのためにコーディング、変調、および送信電力を適応的に調整
するための方法が使用され得る。例えば、ｅＮＢが各コンポーネントキャリア上に固定送
信電力を有する場合、各コンポーネントキャリアの有効カバレージまたはサポート可能な
変調およびコーディングは異なり得る。
【００３９】
　[0059]　図８は、可能なＤＬ／ＵＬ構成および特殊サブフレームを示す図８００である
。ＬＴＥでは、ＦＤＤフレーム構造とＴＤＤフレーム構造の両方がサポートされる。ＴＤ
Ｄのために、７つの可能なＤＬ／ＵＬサブフレーム構成（０～６）がサポートされる。２
つの異なる切替え周期性、５ｍｓおよび１０ｍｓがある。５ｍｓ切替え周期性の場合、１
つのフレーム（例えば、１０ｍｓ）中に２つの特殊サブフレームがある。１０ｍｓ切替え
周期性の場合、１つのフレーム中に１つの特殊サブフレームがある。図８には５ｍｓ切替
え周期性をもつＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬフレーム構造が示される。
【００４０】
　[0060]　ＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成は、実際のトラフィックの必要に基づい
て動的に適応され得る。トラフィックの必要に基づくそのような適応は、拡張干渉管理お
よびトラフィック適応（ｅＩＭＴＡ：enhanced interference management and traffic a
daptation）と呼ばれることがある（拡張干渉緩和およびトラフィック適応とも時々呼ば
れる）。例えば、短い持続時間中に、ＤＬ上の大きいデータバーストが必要とされる場合
、ＤＬ／ＵＬ構成は、６つのＤＬサブフレームと４つのＵＬサブフレームとをもつ構成＃
１から、９つのＤＬサブフレームと１つのＵＬサブフレームとをもつ構成＃５に変更され
得る。ＴＤＤ構成の適応は６４０ｍｓよりも遅くないことがある。極端な場合、ＴＤＤ構
成の適応は１０ｍｓ程度に高速になり得る。そのような適応は、２つ以上の隣接するセル
が異なるＤＬ／ＵＬサブフレームを有するとき、それらの２つ以上の隣接するセルのＤＬ
および／またはＵＬに圧倒的干渉を引き起こし得る。ＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬサブフレーム構
成の動的指示が、ＵＥグループ共通物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または
発展型ＰＤＣＣＨ　ｅＰＤＣＣＨを介した明示的レイヤ１シグナリングを通してＵＥに送
られ得る。
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【００４１】
　[0061]　適応はまた、ＤＬ／ＵＬ　ＨＡＲＱ管理におけるさらなる複雑さを生じる。Ｈ
ＡＲＱ管理を簡略化するために、参照ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成が使用され得る。具体
的には、ＵＬ　ＨＡＲＱの場合、スケジューリングおよびＨＡＲＱタイミングは、システ
ム情報ブロック（ＳＩＢ）ＳＩＢ　１（ＳＩＢ１）に示されているＤＬ／ＵＬサブフレー
ム構成に基づき得る。ＤＬ　ＨＡＲＱの場合、ＵＥは、構成＃２、＃４、および＃５から
取られた１つの参照構成を使用すべきことを示され得る。参照構成は半静的に構成され得
る。ｅＩＭＴＡでは、いくつかのサブフレームが送信方向の動的変化の対象とならないこ
とがある一方で、いくつかのサブフレームが動的適応の対象となり得る。一構成では、Ｓ
ＩＢ１中のＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成でのＤＬサブフレームが動的適応の対象
とならないことがあり、ＤＬ　ＨＡＲＱ参照構成でのＵＬサブフレームが動的適応の対象
とならないことがある。
【００４２】
　[0062]　周期ＣＳＩフィードバックと非周期ＣＳＩフィードバックの両方がサポートさ
れ得る。送信モード（ＴＭ）１～９で構成されたＵＥでは、ＵＥが、ＣＳＩ参照リソース
に基づいてＣＳＩ報告を導出し得る。周期ＣＳＩ報告の場合、参照リソースは、報告アッ
プリンクサブフレームの少なくとも４サブフレーム前の最も遅れた有効ＤＬサブフレーム
であり得る。非周期ＣＳＩ（Ａ－ＣＳＩ）報告の場合、参照リソースは、ＵＬ　ＤＬ制御
情報（ＤＣＩ）フォーマットにおける対応するＣＳＩ要求と同じ有効ＤＬサブフレーム中
にあり得る。すなわち、Ａ－ＣＳＩ報告で、参照リソースは、ＣＳＩ要求がその中で受信
される同じＤＬサブフレームであり得る。送信モード１０で構成されたＵＥでは、各ＣＳ
Ｉプロセスが、非０電力（ＮＺＰ：non-zero power）ＣＳＩ基準信号（ＲＳ）（ＮＺＰ－
ＣＳＩ－ＲＳ）およびＣＳＩ干渉測定（ＩＭ：interference measurement）（ＣＳＩ－Ｉ
Ｍ）に関連付けられ得る。参照リソースは、構成されたＮＺＰ－ＣＳＩ－ＲＳおよび／ま
たはＣＳＩ－ＩＭリソースを含んでいる有効ＤＬサブフレームによって定義され得る。拡
張セル間干渉協調（ｅＩＣＩＣ：enhanced inter-cell interference coordination）動
作の場合、ＵＥが２つのサブフレーム測定セットで構成され得る。そのような構成では、
ＣＳＩ報告のための参照リソースが、サブフレームセットによって、例えば、構成された
サブフレームセットの要素によってさらに制限され得る。
【００４３】
　[0063]　ｅＩＭＴＡ　ＵＥは、異なる干渉シナリオに対応する上位レイヤＲＲＣシグナ
リングによる２つのＣＳＩサブフレームセットで構成され得る。例えば、第１のＣＳＩサ
ブフレームセットはＤＬ間干渉をもつサブフレームを含み得、第２のＣＳＩサブフレーム
セットは、ＤＬ間干渉とＵＬ対ＤＬ干渉の両方をもつサブフレームを含み得る。すなわち
、セルについて、第１のＣＳＩサブフレームセットは、近隣セルのＤＬサブフレームから
干渉を受けるＤＬサブフレームを含み得、第２のＣＳＩサブフレームセットは、近隣セル
のＤＬサブフレームと近隣セルのＵＬサブフレームの両方から干渉を受けるＤＬサブフレ
ームを含み得る。１０ビットビットマップは、第１および第２のＣＳＩサブフレームセッ
トについてサブフレームをインデックス付け／指示し得、「０」は、サブフレームが第１
のサブフレームセットに対応することを示し、「１」は、サブフレームが第２のＣＳＩサ
ブフレームセットに対応することを示す。非周期ＣＳＩフィードバックが、全ての構成さ
れたＣＳＩサブフレームセットのためにサポートされ得る。単一のサービングセルのため
のＡ－ＣＳＩ報告では、ただ１つのサブフレームセットのためのＣＳＩがいずれかのサブ
フレームにおいてサポートされ得る。Ａ－ＣＳＩ報告のためのＣＳＩサブフレームセット
は、ＵＥ固有探索空間中で送信されるＵＬ　ＤＣＩフォーマットでの２ビット動的インジ
ケータによって決定され得る。
【００４４】
　[0064]　１つの問題は、トリガされたＣＳＩサブフレームセットがＣＳＩ報告サブフレ
ームセットとは異なるとき、Ａ－ＣＳＩ報告のための参照リソースをどのように決定する
べきかを含む。例えば、Ａ－ＣＳＩ要求／トリガは、第１のＣＳＩサブフレームセットの
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サブフレームにおいて受信され得、要求は、第２のＣＳＩサブフレームセット中のサブフ
レームのＣＳＩ報告についてのものであり得る。ＴＭ１～９では、干渉測定が、有効ＤＬ
サブフレームごとに利用可能であるＣＲＳに基づき得る。別の問題は、ＵＥが、Ａ－ＣＳ
Ｉ報告のためのＡ－ＣＳＩ要求サブフレームの前に１つのサブフレームを測定することを
要求されるべきであるかどうかを含む。
【００４５】
　[0065]　第１の手法では、Ａ－ＣＳＩがサブフレームｎにおいて報告される場合、ＣＳ
Ｉ参照リソースが、サブフレームｎ－４よりも遅くない最も遅れたサブフレーム中にあり
、トリガされたＣＳＩサブフレームセットに対応する、有効ＤＬサブフレームであり得る
。第１の手法は、トリガリングサブフレームの前の有効ＤＬサブフレームごとにＣＳＩサ
ンプルを測定し記憶することをＵＥに要求し得る。そのような手法は、ＵＥに対して余分
の複雑さおよび不要な電力消費を生じ得る。第２の手法では、Ａ－ＣＳＩがサブフレーム
ｎにおいて報告される場合、ＣＳＩ参照リソースが、サブフレームｎ－４よりも遅くない
最も遅れたサブフレーム中にあり、Ａ－ＣＳＩ要求／トリガを含んでいるサブフレームよ
りも早くなく、トリガされたＣＳＩサブフレームセットに対応する、有効ＤＬサブフレー
ムであり得る。第２の手法は、ＵＥがトリガを受信した後にＡ－ＣＳＩについて測定する
ことを可能にし得るが、場合によっては、Ａ－ＣＳＩ要求／トリガサブフレームと報告サ
ブフレームとの間に有効な参照リソースがないことがある。
【００４６】
　[0066]　図９は、Ａ－ＣＳＩ報告のためのＣＳＩ参照リソースのための第１および第２
の手法を示す図９００である。サブフレーム０～６は第１のＣＳＩサブフレームセット中
にあり、サブフレーム７～９は（図９においてフレキシブルサブフレームと呼ばれる）第
２のＣＳＩサブフレームセット中にあると仮定する。また、Ａ－ＣＳＩ要求は、フレーム
ｍのサブフレーム＃４中のフレキシブルＤＬサブフレームのＡ－ＣＳＩ報告について、フ
レームｍのサブフレーム＃０において受信されると仮定する。すなわち、Ａ－ＣＳＩ要求
は、第２のＣＳＩサブフレームセット中のＤＬサブフレームのＡ－ＣＳＩ報告について、
第１のＣＳＩサブフレームセットのフレームｍのサブフレーム＃０において受信される。
第２のＣＳＩサブフレームセット中のＤＬサブフレームのＡ－ＣＳＩ報告は、フレームｍ
のサブフレーム＃４において行われる。手法１では、ＣＳＩ参照サブフレームがフレーム
ｍ－１のサブフレーム＃９である（Ａ－ＣＳＩ要求／トリガの前の第２のＣＳＩサブフレ
ームセットの最後の（および唯一の）ＤＬサブフレーム）。従って、手法１では、ＵＥが
、Ａ－ＣＳＩ要求／トリガが受信される前にＣＳＩサンプルのブラインド記憶を実施する
。手法２では、フレームｍのサブフレーム＃０の後にありサブフレームｎ－４の上または
その前にある第２のＣＳＩサブフレームセットのＤＬサブフレームがなく、ここで、ｎは
フレームｍのサブフレーム＃４である。従って、手法２では、ＵＥが、フレキシブルＤＬ
サブフレームのＡ－ＣＳＩを報告しない。
【００４７】
　[0067]　図１０は、Ａ－ＣＳＩ報告のためのＣＳＩ参照リソースのための第１の手法を
示す第１の図１０００である。ＣＳＩ測定サンプルのブラインド記憶を実施するための複
雑さはＣＳＩサブフレームセットの構成に依存する。構成されたＵＬ　ＨＡＲＱタイミン
グによるＡ－ＣＳＩトリガリングサブフレームが同じＣＳＩサブフレームセットにおいて
定義される場合、ブラインド記憶演算はせいぜい５ｍｓごとに１回行われる必要があり得
る。Ａ－ＣＳＩトリガリングサブフレームが２つの異なるＣＳＩサブフレームセットに分
割される場合、ＵＥは、５ｍｓごとに２つのＤＬサブフレームのためのＣＳＩサンプルを
バッファすることを要求され得る。例えば、図１０を参照すると、ＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬ構
成＃１はＳＩＢ１によって示され、Ａ－ＣＳＩトリガリングサブフレームはサブフレーム
＃１、４、６、および９であると仮定する。また、第１のサブフレームセット（セット０
）はサブフレーム＃０、１、５、および６を含み、第２のサブフレームセット（セット１
）はサブフレーム＃４および９を含むと仮定する。図１０において、ＵＥは、ＤＬサブフ
レーム＃１、４、６、および９からのＣＳＩ測定サンプルを記憶する。第１のＣＳＩサブ
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フレームセットに関連するＣＳＩ測定について（第２のＣＳＩサブフレームセット中のサ
ブフレームである）フレームｍのサブフレーム＃４において受信されるＡ－ＣＳＩ要求／
トリガに応答して、ＵＥは、フレームｍのＵＬサブフレーム＃８においてフレームｍのＤ
Ｌサブフレーム＃１からのＡ－ＣＳＩ測定を報告する（１００２）。第２のＣＳＩサブフ
レームセットに関連するＣＳＩ測定について（第１のＣＳＩサブフレームセット中のサブ
フレームである）フレームｍのサブフレーム＃６において受信されるＡ－ＣＳＩ要求／ト
リガに応答して、ＵＥは、フレームｍ＋１のＵＬサブフレーム＃２においてフレームｍの
ＤＬサブフレーム＃４からのＡ－ＣＳＩ測定を報告する（１００４）。第１のＣＳＩサブ
フレームセットに関連するＣＳＩ測定について（第２のＣＳＩサブフレームセット中のサ
ブフレームである）フレームｍのサブフレーム＃９において受信されるＡ－ＣＳＩ要求／
トリガに応答して、ＵＥは、フレームｍ＋１のＵＬサブフレーム＃３においてフレームｍ
のＤＬサブフレーム＃６からのＡ－ＣＳＩ測定を報告する（１００６）。第２のＣＳＩサ
ブフレームセットに関連するＣＳＩ測定について（第１のＣＳＩサブフレームセット中の
サブフレームである）フレームｍ＋１のサブフレーム＃１において受信されるＡ－ＣＳＩ
要求／トリガに応答して、ＵＥは、フレームｍ＋１のＵＬサブフレーム＃７においてフレ
ームｍのＤＬサブフレーム＃９からのＡ－ＣＳＩ測定を報告する（１００８）。第１のＣ
ＳＩサブフレームセットに関連するＣＳＩ測定について（第２のＣＳＩサブフレームセッ
ト中のサブフレームである）フレームｍ＋１のサブフレーム＃４において受信されるＡ－
ＣＳＩ要求／トリガに応答して、ＵＥは、フレームｍ＋１のＵＬサブフレーム＃８におい
てフレームｍ＋１のＤＬサブフレーム＃１からのＡ－ＣＳＩ測定を報告する（１０１０）
。
【００４８】
　[0068]　図１１は、Ａ－ＣＳＩ報告のためのＣＳＩ参照リソースのための第１の手法を
示す第２の図１１００である。ｅＩＭＴＡ　ＳｃｅｌｌのためのＡ－ＣＳＩトリガリング
はＰｃｅｌｌおよび／またはＳｃｅｌｌから来得るので、複雑さは（例えば、ＴＤＤ－Ｔ
ＤＤまたはＦＤＤ－ＴＤＤのために）ＵＬ　ＣＡについてさらに増加される。その結果、
ＵＥは、５ｍｓごとに３つ以上のサブフレームをバッファする必要があり得る。例えば、
図１１を参照すると、ｅＩＭＴＡ　ＴＤＤ　ＳｃｅｌｌのためのＡ－ＣＳＩトリガリング
はＦＤＤ　Ｐｃｅｌｌから来る。ＵＥは、ｅＩＭＴＡ　Ｓｃｅｌｌ中の有効ＤＬサブフレ
ームごとにＣＳＩ測定をバッファする。特に、ＵＥは、ＴＤＤ　Ｓｃｅｌｌのサブフレー
ム＃０、＃１、＃５、＃６、および＃９においてＣＳＩ測定をバッファする。フレームｍ
のサブフレーム＃３において、ＵＥは、Ｐｃｅｌｌ中の第１のＣＳＩサブフレームセット
（セット０）についてのＡ－ＣＳＩ要求／トリガを受信する。受信されたＡ－ＣＳＩ要求
／トリガに応答して、ＵＥは、ＴＤＤ　ＳｃｅｌｌのフレームｍのＵＬサブフレーム＃７
において（１１０４）、ＴＤＤ　Ｓｃｅｌｌのフレームｍのサブフレーム＃０においてバ
ッファされたＣＳＩ測定を報告する（１１０２）。フレームｍのサブフレーム＃４におい
て、ＵＥは、Ｐｃｅｌｌ中の第１のＣＳＩサブフレームセット（セット０）についてのＡ
－ＣＳＩ要求／トリガを受信する。受信されたＡ－ＣＳＩ要求／トリガに応答して、ＵＥ
は、ＴＤＤ　ＳｃｅｌｌのフレームｍのＵＬサブフレーム＃８において（１１１４）、Ｔ
ＤＤ　Ｓｃｅｌｌのフレームｍのサブフレーム＃１においてバッファされたＣＳＩ測定を
報告する（１１１２）。フレームｍのサブフレーム＃８において、ＵＥは、Ｐｃｅｌｌ中
の第１のＣＳＩサブフレームセット（セット０）についてのＡ－ＣＳＩ要求／トリガを受
信する。受信されたＡ－ＣＳＩ要求／トリガに応答して、ＵＥは、ＴＤＤ　Ｓｃｅｌｌの
フレームｍ＋１のＵＬサブフレーム＃２において（１１２４）、ＴＤＤ　Ｓｃｅｌｌのフ
レームｍのサブフレーム＃５においてバッファされたＣＳＩ測定を報告する（１１２２）
。フレームｍのサブフレーム＃９において、ＵＥは、Ｐｃｅｌｌ中の第１のＣＳＩサブフ
レームセット（セット０）についてのＡ－ＣＳＩ要求／トリガを受信する。受信されたＡ
－ＣＳＩ要求／トリガに応答して、ＵＥは、ＴＤＤ　Ｓｃｅｌｌのフレームｍ＋１のＵＬ
サブフレーム＃３において（１１３４）、ＴＤＤ　Ｓｃｅｌｌのフレームｍのサブフレー
ム＃６においてバッファされたＣＳＩ測定を報告する（１１３２）。フレームｍ＋１のサ
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ブフレーム＃０において、ＵＥは、Ｐｃｅｌｌ中の第２のＣＳＩサブフレームセット（セ
ット１）についてのＡ－ＣＳＩ要求／トリガを受信する。受信されたＡ－ＣＳＩ要求／ト
リガに応答して、ＵＥは、ＴＤＤ　Ｓｃｅｌｌのフレームｍ＋１のＵＬサブフレーム＃４
において（１１４４）、ＴＤＤ　Ｓｃｅｌｌのフレームｍのサブフレーム＃９においてバ
ッファされたＣＳＩ測定を報告する（１１４２）。フレームｍ＋１のサブフレーム＃３に
おいて、ＵＥは、Ｐｃｅｌｌ中の第１のＣＳＩサブフレームセット（セット０）について
のＡ－ＣＳＩ要求／トリガを受信する。受信されたＡ－ＣＳＩ要求／トリガに応答して、
ＵＥは、ＴＤＤ　Ｓｃｅｌｌのフレームｍ＋１のＵＬサブフレーム＃７において（１１５
４）、ＴＤＤ　Ｓｃｅｌｌのフレームｍ＋１のサブフレーム＃０においてバッファされた
ＣＳＩ測定を報告する（１１５２）。フレームｍ＋１のサブフレーム＃４において、ＵＥ
は、Ｐｃｅｌｌ中のＡ－ＣＳＩ要求／トリガの第１のＣＳＩサブフレームセット（セット
０）を受信する。受信されたＡ－ＣＳＩ要求／トリガに応答して、ＵＥは、ＴＤＤ　Ｓｃ
ｅｌｌのフレームｍ＋１のＵＬサブフレーム＃８において（１１６４）、ＴＤＤ　Ｓｃｅ
ｌｌのフレームｍ＋１のサブフレーム＃１においてバッファされたＣＳＩ測定を報告する
（１１６２）。
【００４９】
　[0069]　上述の第１の手法は、トリガリングサブフレームの前の有効ＤＬサブフレーム
ごとにＣＳＩサンプルを測定し記憶することをＵＥに要求し得る。そのような手法は、Ｕ
Ｅに対して余分の複雑さおよび不要な電力消費を生じ得る。上述の第２の手法は、ＵＥが
トリガを受信した後にＡ－ＣＳＩについて測定することを可能にし得るが、場合によって
は、Ａ－ＣＳＩ要求／トリガサブフレームと報告サブフレームとの間に有効な参照リソー
スがないことがある。従って、追加の例示的な手法が以下で提供される。
【００５０】
　[0070]　図１２は、Ａ－ＣＳＩ報告のためのＣＳＩ参照リソースのための第１の代替手
法を示す図１２００である。第１の代替手法で、ＵＥは、半静的に構成された参照サブフ
レームのためにのみＣＳＩサンプルのブラインド記憶を実施することを要求され得る。例
えば、ＣＳＩサブフレームセットが構成されたとき、関連するサブフレームのうちの１つ
は、ブラインドＣＳＩ測定のための半静的参照サブフレームとして示され得る。Ａ－ＣＳ
Ｉトリガリングサブフレームと、ＣＳＩ報告サブフレーム、サブフレームｎ－４の上また
はその前にあるサブフレームｎとの間に有効な参照サブフレームがない場合、ＵＥは、半
静的参照サブフレームの事前記憶されたＣＳＩを報告し得る。そうでない場合、ＣＳＩ報
告は、Ａ－ＣＳＩトリガリングサブフレームとＣＳＩ報告サブフレームとの間の有効な参
照サブフレームに基づき得る。
【００５１】
　[0071]　ＣＳＩ参照サブフレームは、事例ごとに専用シグナリングを介して決定される
かあるいは暗黙的に導出され得る。暗黙的導出の一例として、ＣＳＩ参照サブフレームは
、サブフレームセットの構成の第１の利用可能なＤＬサブフレーム、例えば、「０」また
は「１」のビットインデックス付けをもつフレーム中の第１のＤＬサブフレームであり得
る。特に、Ａ－ＣＳＩトリガリングサブフレームとサブフレームｎ－４との間に有効なＤ
Ｌ　ＣＳＩ参照リソースがない場合、ＣＳＩ参照サブフレームが、トリガリングサブフレ
ームより前の対応するサブフレームセット中の最も低いインデックス付きＤＬサブフレー
ムであり得る。さらに、ＣＳＩ参照サブフレームは、サブフレームセットごとに別々に指
示または導出され得る。ＣＳＩサブフレームセットの構成がただ１つのＤＬサブフレーム
を含んでいる場合、そのＤＬサブフレームが、Ａ－ＣＳＩ報告のための半静的に構成され
た参照サブフレームとして決定され得る。
【００５２】
　[0072]　図１２を参照すると、サブフレーム＃０、１、２、５、および６は第１のＣＳ
Ｉサブフレームセット（セット０）中にあり得、サブフレーム＃３、４、７、８、および
９は第２のＣＳＩサブフレームセット（セット１）中にあり得る。第１のＣＳＩサブフレ
ームセット中のサブフレームは、「０」のインデックス付けを通して第１のＣＳＩサブフ
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レームセット内にあるものとしてＵＥに示され得、第２のＣＳＩサブフレームセット中の
サブフレームは、「１」のインデックス付けを通して第２のＣＳＩサブフレームセット内
にあるものとしてＵＥに示され得る。第１の代替手法で、ＵＥは、第１および第２のＣＳ
Ｉサブフレームセットのうちの１つまたは複数において（専用シグナリングを通して）Ｃ
ＳＩ参照サブフレームの明示的構成を受信し得る。代替的に、ＵＥは、ＣＳＩサブフレー
ムセット中の第１のＤＬサブフレームであるべきＣＳＩ参照サブフレームを暗黙的に決定
し得る。例えば、ＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬ構成＃２および＃５のために、ＵＥは、サブフレー
ム＃０が第１のＣＳＩサブフレームセットのためのＣＳＩ参照サブフレームであり、サブ
フレーム＃３が第２のＣＳＩサブフレームセットのためのＣＳＩ参照サブフレームである
と決定し得る。別の例で、ＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬ構成＃１および＃４のために、ＵＥは、サ
ブフレーム＃０が第１のＣＳＩサブフレームセットのためのＣＳＩ参照サブフレームであ
り、サブフレーム＃４が第２のＣＳＩサブフレームセットのためのＣＳＩ参照サブフレー
ムであると決定し得る。また別の例で、ＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬ構成＃３のために、ＵＥは、
サブフレーム＃０が第１のＣＳＩサブフレームセットのためのＣＳＩ参照サブフレームで
あり、サブフレーム＃７が第２のＣＳＩサブフレームセットのためのＣＳＩ参照サブフレ
ームであると決定し得、また、ＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬ構成＃６のために、ＵＥは、サブフレ
ーム＃０が第１のＣＳＩサブフレームセットのためのＣＳＩ参照サブフレームであり、サ
ブフレーム＃９が第２のＣＳＩサブフレームセットのためのＣＳＩ参照サブフレームであ
ると決定し得る。
【００５３】
　[0073]　図１３は、Ａ－ＣＳＩ報告のためのＣＳＩ参照リソースのための第２の代替手
法を示す図１３００である。第２の代替手法では、手法１が、ＣＳＩサブフレームセット
の構成に基づいてＴＤＤ　ｅＩＭＴＡについて１つのＣＳＩサブフレームセットに制限さ
れ得る。例えば、Ａ－ＣＳＩトリガリングサブフレームが２つのＣＳＩサブフレームセッ
トに拡散される場合、ブラインド記憶／バッファリングは、ＣＳＩサブフレームセットの
１つのみに適用され得る。ブラインド記憶／バッファリングが適用されるＣＳＩサブフレ
ームセットの決定は、専用シグナリングを介して示されるかあるいは暗黙的に導出され得
る。暗黙的導出の一例として、第１のＣＳＩサブフレームセットはサブフレーム＃０、１
、５、および６を含み、第２のＣＳＩサブフレームセットはサブフレーム＃２、３、４、
７、８、および９を含むと仮定する。ブラインド記憶／バッファリングが適用されるＣＳ
Ｉサブフレームセットは、ｅＩＭＴＡセルのＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成に依存
し得る。第１の例で、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ構成０、１、３、および６のために、ブライン
ド記憶／バッファリングが適用されるＣＳＩサブフレームセットは、ＤＬサブフレーム＃
０、１、５、および６を含まないＣＳＩサブフレームセット（すなわち、第２のＣＳＩサ
ブフレームセット（セット１））であり得る。しかしながら、第２の例で、ＴＤＤ　ＵＬ
／ＤＬ構成２、４、および５のために、ブラインド記憶／バッファリングが適用されるＣ
ＳＩサブフレームセットは、ＤＬサブフレーム＃０、１、５、および６を含むＣＳＩサブ
フレームセット（すなわち、第１のＣＳＩサブフレームセット（セット０））により得る
。第２の代替手法は、ＣＳＩ測定サンプルのブラインド記憶／バッファリングが５ｍｓご
とにただ１つの有効ＤＬサブフレームにおいて行われるので、最大フレキシビリティを与
え、性能と複雑さとの間のトレードオフを与え得る。
【００５４】
　[0074]　例えば、図１３を参照すると、サブフレーム＃０、１、５、および６は第１の
ＣＳＩサブフレームセット（セット０）中にあり、サブフレーム＃３、４、８、および９
は第２のＣＳＩサブフレームセット（セット１）中にあると仮定する。ＴＤＤ　ＵＬ／Ｄ
Ｌ構成２のために、ブラインド記憶／バッファリングは、第１のＣＳＩサブフレームセッ
トがサブフレーム＃０、１、５、および６を含むので、第１のＣＳＩサブフレームセット
（セット０）に適用される。従って、ＵＥは、サブフレーム＃０（例えば、第１の利用可
能なＤＬサブフレーム／最も低いインデックス付きＤＬサブフレーム）からのＣＳＩ測定
サンプルを記憶／バッファし得、第２のＣＳＩサブフレームセットのサブフレーム＃３に
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おいて受信される第１のＣＳＩサブフレームセット（セット０）についてのＡ－ＣＳＩ要
求／トリガに応答して、ＵＥは、記憶／バッファされたＣＳＩ測定サンプルを後続のサブ
フレーム＃７において報告し得る。しかしながら、第２のＣＳＩサブフレームセットのた
めのＡ－ＣＳＩ要求／トリガが第２のＣＳＩサブフレームセット上のＤＬサブフレームに
おいて受信され得るので、ＵＥは、第２のＣＳＩサブフレームセットのためのＣＳＩ測定
サンプルを記憶／バッファしないことがある。サブフレーム＃８において受信される第２
のＣＳＩサブフレームセット（セット１）のためのＡ－ＣＳＩ要求／トリガに応答して、
ＵＥは、サブフレーム＃８中の参照信号に基づいてＣＳＩを決定し、後続のＵＬサブフレ
ーム＃２においてＣＳＩ測定結果を報告し得る。従って、この例で、ブラインド記憶／バ
ッファリングは第１のＣＳＩサブフレームセット（セット０）のみに適用される。さらに
、第２のＣＳＩサブフレームセット（セット１）のためのＡ－ＣＳＩ要求／トリガが常に
第２のＣＳＩサブフレームセット中にあるので、第２のＣＳＩサブフレームセットのため
のＣＳＩ測定結果をバッファする必要はない。
【００５５】
　[0075]　図１４は、Ａ－ＣＳＩ報告のためのＣＳＩ参照リソースのための第２の代替手
法を示す第２の図１４００である。ＵＬ－ＣＡの場合、ｅＩＭＴＡ　Ｓｃｅｌｌのための
Ａ－ＣＳＩトリガリングはＰｃｅｌｌおよび／またはＳｃｅｌｌから来得る。手法１で、
ＵＥは、第１のＣＳＩサブセットと第２のＣＳＩサブセットの両方についてＣＳＩをバッ
ファする必要がある。しかしながら、第２の代替手法で、ＵＥは、Ｐｃｅｌｌ　ＴＤＤ　
ＵＬ／ＤＬ構成に基づいてキャリアごとに１つのＣＳＩサブフレームセットについてバッ
ファする必要のみがある。例えば、図１４を参照すると、ＵＥは、第１のサブフレームセ
ット（セット０）中にある、サブフレーム＃５内のフレームｍにおいて第２のサブフレー
ムセット（セット１）についてＰｃｅｌｌ上でＡ－ＣＳＩトリガ１４０２を受信する。Ｄ
Ｌサブフレーム＃４は、第２のサブフレームセット（セット１）のためのサブフレームｍ
内の第１の利用可能なＤＬサブフレーム／最も低いインデックス付きＤＬサブフレームで
あるので、ＵＥは、Ｓｃｅｌｌ上でフレームｍのＤＬサブフレーム＃４についてＣＳＩを
以前にバッファした。ＵＥは、サブフレーム＃９において、バッファされたＣＳＩを報告
する１４０４。さらに、ＵＥは、第１のサブフレームセット（セット０）中にある、サブ
フレーム＃０内のフレームｍ＋１において第２のサブフレームセット（セット１）につい
てＰｃｅｌｌ上でＡ－ＣＳＩトリガ１４０６を受信する。ＤＬサブフレーム＃４は、第２
のサブフレームセット（セット１）のためのサブフレームｍ内の第１の利用可能なＤＬサ
ブフレーム／最も低いインデックス付きＤＬサブフレームであるので、ＵＥは、Ｓｃｅｌ
ｌ上でＤＬサブフレーム＃４についてＣＳＩを以前にバッファした。ＵＥは、サブフレー
ム＃４において、バッファされたＣＳＩを報告する１４０８。さらに、ＵＥは、第２のサ
ブフレームセット（セット１）中にある、サブフレーム＃８内のフレームｍにおいて第１
のサブフレームセット（セット０）についてＳｃｅｌｌ上でＡ－ＣＳＩトリガ１４１０を
受信する。ＤＬサブフレーム＃０は、第１のサブフレームセット（セット０）のためのサ
ブフレームｍ内の第１の利用可能なＤＬサブフレーム／最も低いインデックス付きＤＬサ
ブフレームであるので、ＵＥは、Ｓｃｅｌｌ上でＤＬサブフレーム＃０についてＣＳＩを
以前にバッファした。ＵＥは、サブフレーム＃２において、バッファされたＣＳＩを報告
する１４１２。さらに、ＵＥは、第２のサブフレームセット（セット１）中にある、サブ
フレーム＃３内の第１のサブフレームセット（セット０）についてＳｃｅｌｌ上でＡ－Ｃ
ＳＩトリガ１４１４を受信する。ＤＬサブフレーム＃０は、第１のサブフレームセット（
セット０）のためのサブフレームｍ＋１内の第１の利用可能なＤＬサブフレーム／最も低
いインデックス付きＤＬサブフレームであるので、ＵＥは、Ｓｃｅｌｌ上でＤＬサブフレ
ーム＃０についてＣＳＩを以前にバッファした。ＵＥは、サブフレーム＃７において、バ
ッファされたＣＳＩを報告する１４１６。その結果、ＵＥは、ＣＳＩ報告のためにＳｃｅ
ｌｌのサブフレーム＃０および４においてＣＳＩ測定サンプルをバッファする必要がある
。
【００５６】
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　[0076]　第３の代替手法では、ＣＡ対非ＣＡのために、異なる手法が採用され得る。例
えば、非ＣＡのために、手法１（図９、図１０、図１１）が採用され得、一方、ＣＡのた
めに、手法２（図９に関する説明を参照）が採用され得る。別の例では、手法１（図９、
図１０、図１１）が、いくつかのコンポーネントキャリアのために採用され得るが、手法
２が、ＣＡのために他のコンポーネントキャリアのために採用され得る。等価的にまたは
より概括的には、手法１もしくは手法２または何らかの変形態（例えば、第１の代替手法
（図１２）および第２の代替手法（図１３、図１４））の使用は、ＲＲＣ構成（ＣＡ対非
ＣＡなど）および／またはＵＥ能力に連結され得る。ＵＥは１０ｍｓごとに１回ＣＳＩ参
照サブフレームを測定することを要求されるので、第１の代替手法が好ましいことがある
。ＵＥの複雑さが手法１と比較して低減されるが、ＵＥは５ｍｓごとに１回動的ＣＳＩ測
定サンプルをバッファすることを依然として要求されるので、第２の代替手法も許容でき
得る。
【００５７】
　[0077]　図１５は、Ａ－ＣＳＩ報告のためのＣＳＩ参照リソースのための第４の代替手
法を示す図１５００である。ｅＩＭＴＡのために、ＵＥは、接続モード間欠受信（connec
ted mode discontinuous reception）ＣＤＲＸで構成され得る。そのような構成では、Ｕ
Ｅが、ブラインドＣＳＩ測定のために事前起動することを要求されないことがある。間欠
受信（ＤＲＸ）アクティブモード／状態中にＡ－ＣＳＩ要求が受信され、有効なＣＳＩ参
照リソースがトリガリングサブフレームよりも前にあり、ＤＲＸスリープモード／状態に
入っている場合、ＵＥは、Ａ－ＣＳＩ報告を省略することを可能にされ得る。例えば、図
１５を参照すると、Ａ－ＣＳＩ要求／トリガが、ＤＲＸアクティブモード中にフレームｎ
のサブフレーム＃０において受信される。有効なＣＳＩ参照サブフレームはフレームｎ－
１のサブフレーム＃９である。しかしながら、ＵＥは、そのときＤＲＸスリープモードに
あり、従って、フレームｎのサブフレーム＃４においてＡ－ＣＳＩ報告を省略する。
【００５８】
　[0078]　図１６は、第１の代替手法を示すフローチャート１６００である。本方法は、
ＵＥ１０２、２０６、６５０など、ＵＥによって行われ得る。１６０２で、ＵＥは、フレ
ームのサブフレームの第１のセットを含む第１のＣＳＩサブフレームセットと、フレーム
のサブフレームの第２のセットを含む第２のＣＳＩサブフレームセットとを決定する。例
えば、第１のＣＳＩサブフレームセットはセット０またはセット１のうちの一方であり得
、第２のＣＳＩサブフレームセットはセット０またはセット１のうちの他方であり得る。
上記で説明したように、サブフレームの第１のセット（第１のＣＳＩサブフレームセット
）中のサブフレームは、サブフレームの第２のセット（第２のＣＳＩサブフレームセット
）中のサブフレームとは異なる。１６０４で、ＵＥは、第１のＣＳＩサブフレームセット
または第２のＣＳＩサブフレームセットのうちの１つにおいてＣＳＩ参照サブフレームを
決定する。ＵＥは、ＣＳＩ参照サブフレームを示す情報を受信し得、および／またはＣＳ
Ｉ参照サブフレームを暗黙的に決定し得る。例えば、ＵＥは、ＲＲＣシグナリングを通し
てＣＳＩ参照サブフレームの半静的構成を受信し得る。別の例では、ＵＥが、第１のＣＳ
Ｉサブフレームセットおよび／または第２のＣＳＩサブフレームセット中の第１のＤＬサ
ブフレームがＣＳＩ参照サブフレームであると暗黙的に決定し得る。例えば、図１０を参
照すると、ＵＥは、第１および第２のサブフレームセットのＣＳＩ参照サブフレームとし
てサブフレーム＃１および＃４を暗黙的に決定し得る。別の例では、図１４を参照すると
、ＵＥが、第１および第２のサブフレームセットのＣＳＩ参照サブフレームとしてサブフ
レーム＃０および＃３を暗黙的に決定し得る。
【００５９】
　[0079]　１６０６において、ＵＥは、ＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測定す
る。ＵＥは、トリガリングサブフレームにおいて非周期ＣＳＩ要求／トリガを受信すると
、後で報告するために測定されたＣＳＩを記憶／バッファし得る。
【００６０】
　[0080]　１６０８において、ＵＥは、第１のＣＳＩサブフレームセットまたは第２のＣ
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ＳＩサブフレームセットのうちの１つ中のトリガリングサブフレームにおいて非周期ＣＳ
Ｉ要求を受信する。トリガリングサブフレームはＣＳＩ参照サブフレームの後にある。Ｃ
ＳＩ参照サブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、トリガリングサブフ
レームが第１のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、非周期ＣＳＩ要求は第２のＣＳ
Ｉサブフレームセットについてのものであり、ＣＳＩ参照サブフレームが第１のＣＳＩサ
ブフレームセット中にあり、トリガリングサブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセッ
ト中にあるとき、非周期ＣＳＩ要求は第１のＣＳＩサブフレームセットについてのもので
ある。例えば、図１０を参照すると、ＵＥは、セット１中のフレームｍのトリガリングサ
ブフレーム＃４において非周期ＣＳＩ要求を受信する。トリガリングサブフレームはフレ
ームｍのＣＳＩ参照サブフレーム＃１の後にある。ＣＳＩ参照サブフレームがセット０中
にあり、トリガリングサブフレームがセット１中にあるとき、非周期ＣＳＩ要求はセット
０についてのものである。別の例では、図１０を参照すると、ＵＥが、セット０中のフレ
ームｍのトリガリングサブフレーム＃６において非周期ＣＳＩ要求を受信する。トリガリ
ングサブフレームはフレームｍのＣＳＩ参照サブフレーム＃４の後にある。ＣＳＩ参照サ
ブフレームがセット１中にあり、トリガリングサブフレームがセット０中にあるとき、非
周期ＣＳＩ要求はセット１についてのものである。また別の例では、図１３を参照すると
、ＵＥが、セット１中のフレームｍのトリガリングサブフレーム＃３において非周期ＣＳ
Ｉ要求を受信する。トリガリングサブフレームはフレームｍのＣＳＩ参照サブフレーム＃
０の後にある。ＣＳＩ参照サブフレームがセット０中にあり、トリガリングサブフレーム
がセット１中にあるとき、非周期ＣＳＩ要求はセット０についてのものである。
【００６１】
　[0081]　ＣＳＩ参照サブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、トリガ
リングサブフレームが第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、非周期ＣＳＩ要求が第
２のＣＳＩサブフレームセットについて受信されると仮定する。一構成で、ＵＥは、非周
期ＣＳＩ測定がその中で報告されるべきである報告サブフレームを決定する。さらに、Ｕ
Ｅは、トリガリングサブフレームと報告サブフレームとの間の第２のＣＳＩサブフレーム
セット内にダウンリンクサブフレームがあるかどうかを決定する。ＣＳＩ測定の処理時間
を可能にするために、トリガリングサブフレームは、報告サブフレームの少なくとも４サ
ブフレーム前に位置し得る。その後、トリガリングサブフレームと報告サブフレームとの
間の第２のＣＳＩサブフレームセット内にダウンリンクサブフレームがあり、ダウンリン
クサブフレームが報告サブフレームの少なくとも４サブフレーム前にあるとき、ＵＥはダ
ウンリンクサブフレームにおいてＣＳＩを測定する。
【００６２】
　[0082]　例えば、図１０を参照すると、フレームｍのＣＳＩ参照サブフレーム＃４は第
２のＣＳＩサブフレームセット（セット１）中にあり、フレームｍのトリガリングサブフ
レーム＃６は第１のＣＳＩサブフレームセット（セット０）中にあり、非周期ＣＳＩ要求
が第２のＣＳＩサブフレームセットについて受信される。ＵＥは、非周期ＣＳＩ測定がそ
の中で報告されるべきであるフレームｍ＋１の報告サブフレーム＃２を決定する。フレー
ムｍのトリガリングサブフレーム＃６は、フレームｍ＋１の報告サブフレーム＃２の少な
くとも４サブフレーム前に位置する。ＵＥは、フレームｍ＋１の報告サブフレーム＃２の
少なくとも４サブフレーム前にあるフレームｍのトリガリングサブフレーム＃６と、フレ
ームｍ＋１の報告サブフレーム＃２との間の第２のＣＳＩサブフレームセット内にＤＬサ
ブフレームがあるかどうかを決定する。その後、フレームｍのトリガリングサブフレーム
＃６とフレームｍ＋１の報告サブフレーム＃２との間の第２のＣＳＩサブフレームセット
内にＤＬサブフレームがあり、ＤＬサブフレームがフレームｍ＋１の報告サブフレーム＃
２の少なくとも４サブフレーム前にあるとき、ＵＥはＤＬサブフレームにおいてＣＳＩを
測定する。この場合、フレームｍのＤＬサブフレーム＃９は、フレームｍのトリガリング
サブフレーム＃６とフレームｍ＋１の報告サブフレーム＃２との間にあるが、フレームｍ
のＤＬサブフレーム＃９は、フレームｍ＋１の報告サブフレーム＃２のわずか３サブフレ
ーム前にある。従って、ＵＥは、フレームｍ＋１の報告サブフレーム＃２において、フレ
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ームｍのＣＳＩ参照サブフレーム＃４からの事前記憶されたＣＳＩ測定を報告する。
【００６３】
　[0083]　別の例では、図１４を参照すると、（Ｓｃｅｌｌの）フレームｍのＣＳＩ参照
サブフレーム＃３が第２のＣＳＩサブフレームセット（セット１）中にあり、（Ｐｃｅｌ
ｌの）フレームｍのトリガリングサブフレーム＃５が第１のＣＳＩサブフレームセット（
セット０）中にあり、非周期ＣＳＩ要求が第２のＣＳＩサブフレームセットについて受信
される。ＵＥは、非周期ＣＳＩ測定がその中で報告されるべきである（Ｐｃｅｌｌの）フ
レームｍの報告サブフレーム＃９を決定する。フレームｍのトリガリングサブフレーム＃
５は、フレームｍの報告サブフレーム＃９の少なくとも４サブフレーム前に位置する。Ｕ
Ｅは、フレームｍの報告サブフレーム＃９の少なくとも４サブフレーム前にあるフレーム
ｍのトリガリングサブフレーム＃５と、フレームｍの報告サブフレーム＃９との間の第２
のＣＳＩサブフレームセット内にＤＬサブフレームがあるかどうかを決定する。その後、
フレームｍのトリガリングサブフレーム＃５とフレームｍの報告サブフレーム＃９との間
の第２のＣＳＩサブフレームセット内にＤＬサブフレームがあり、ＤＬサブフレームがフ
レームｍの報告サブフレーム＃９の少なくとも４サブフレーム前にあるとき、ＵＥはＤＬ
サブフレームにおいてＣＳＩを測定する。この場合、フレームｍの報告サブフレーム＃９
の少なくとも４サブフレーム前にあるフレームｍのトリガリングサブフレーム＃５と、フ
レームｍの報告サブフレーム＃９との間の第２のＣＳＩサブフレームセット内にＤＬサブ
フレームはない。従って、ＵＥは、フレームｍの報告サブフレーム＃９において、フレー
ムｍのＣＳＩ参照サブフレーム＃３からの事前記憶されたＣＳＩ測定を報告する。
【００６４】
　[0084]　また別の例では、図１４を参照すると、第１のＣＳＩサブフレームセットがセ
ット１であり、第２のＣＳＩサブフレームセットがセット０であると仮定する。（Ｓｃｅ
ｌｌの）フレームｍのＣＳＩ参照サブフレーム＃０は第２のＣＳＩサブフレームセット（
セット０）中にあり、（Ｓｃｅｌｌの）フレームｍのトリガリングサブフレーム＃８は第
１のＣＳＩサブフレームセット（セット１）中にあり、非周期ＣＳＩ要求が第２のＣＳＩ
サブフレームセットについて受信される。ＵＥは、非周期ＣＳＩ測定がその中で報告され
るべきである（Ｓｃｅｌｌの）フレームｍ＋１の報告サブフレーム＃２を決定する。フレ
ームｍのトリガリングサブフレーム＃８は、フレームｍ＋１の報告サブフレーム＃２の少
なくとも４サブフレーム前に位置する。ＵＥは、フレームｍ＋１の報告サブフレーム＃２
の少なくとも４サブフレーム前にあるフレームｍのトリガリングサブフレーム＃８と、フ
レームｍ＋１の報告サブフレーム＃２との間の第２のＣＳＩサブフレームセット内にＤＬ
サブフレームがあるかどうかを決定する。その後、フレームｍのトリガリングサブフレー
ム＃８とフレームｍ＋１の報告サブフレーム＃２との間の第２のＣＳＩサブフレームセッ
ト内にＤＬサブフレームがあり、ＤＬサブフレームがフレームｍ＋１の報告サブフレーム
＃２の少なくとも４サブフレーム前にあるとき、ＵＥはＤＬサブフレームにおいてＣＳＩ
を測定する。この場合、フレームｍ＋１の報告サブフレーム＃２の少なくとも４サブフレ
ーム前にあるフレームｍのトリガリングサブフレーム＃８と、フレームｍ＋１の報告サブ
フレーム＃２との間の第２のＣＳＩサブフレームセット内にＤＬサブフレームはない。従
って、ＵＥは、フレームｍ＋１の報告サブフレーム＃２において、フレームｍのＣＳＩ参
照サブフレーム＃０からの事前記憶されたＣＳＩ測定を報告する。
【００６５】
　[0085]　１６１０において、ＵＥは、報告サブフレーム内でＣＳＩ測定を報告する。報
告サブフレームの少なくとも４サブフレーム前におよびトリガリングサブフレームと報告
サブフレームとの間の第２のＣＳＩサブフレームセット内にダウンリンクサブフレームが
ないとき、ＵＥは、報告サブフレーム内でＣＳＩ参照サブフレームからのＣＳＩ測定を報
告し得る。報告サブフレームの少なくとも４サブフレーム前におよびトリガリングサブフ
レームと報告サブフレームとの間の第２のＣＳＩサブフレームセット内にダウンリンクサ
ブフレームがあるとき、ＵＥは、報告サブフレーム内でダウンリンクサブフレームからの
ＣＳＩ測定を報告し得る。
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【００６６】
　[0086]　ＣＳＩ参照サブフレームが第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、トリガ
リングサブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、非周期ＣＳＩ要求が第
１のＣＳＩサブフレームセットについてのものであると仮定する。一構成で、ＵＥは、第
２のＣＳＩサブフレームセットにおいて第２のＣＳＩ参照サブフレームを決定し、第２の
ＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測定し、第１のＣＳＩサブフレームセット中の
第２のトリガリングサブフレームにおいて第２の非周期ＣＳＩ要求を受信する。第２のト
リガリングサブフレームは第２のＣＳＩ参照サブフレームの後にある。第２の非周期ＣＳ
Ｉ要求は第２のＣＳＩサブフレームセットについてのものである。ＣＳＩ参照サブフレー
ムおよび第２のＣＳＩ参照サブフレームは、第１のＣＳＩサブフレームセットおよび第２
のＣＳＩサブフレームセット中のただ２つのＣＳＩ参照サブフレームであり得る。
【００６７】
　[0087]　例えば、図１０を参照すると、フレームｍのＣＳＩ参照サブフレーム＃１は第
１のＣＳＩサブフレームセット（セット０）中にあり、フレームｍのトリガリングサブフ
レーム＃４は第２のＣＳＩサブフレームセット（セット１）中にあり、非周期ＣＳＩ要求
は第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものである。ＵＥは、第２のＣＳＩサブフ
レームセット中のフレームｍにおいて第２のＣＳＩ参照サブフレーム＃４を決定し、フレ
ームｍ中の第２のＣＳＩ参照サブフレーム＃４においてＣＳＩを測定し、第１のＣＳＩサ
ブフレームセット中のフレームｍの第２のトリガリングサブフレーム＃６において第２の
非周期ＣＳＩ要求を受信する。フレームｍの第２のトリガリングサブフレーム＃６はフレ
ームｍ中の第２のＣＳＩ参照サブフレーム＃４の後にある。第２の非周期ＣＳＩ要求は第
２のＣＳＩサブフレームセットについてのものである。
【００６８】
　[0088]　代替手法１とともに働き得る代替手法４によれば、ＣＳＩ参照サブフレームが
ＵＥのＤＲＸアクティブ状態中にあるときのみ、ＣＳＩ参照サブフレーム中のＣＳＩは測
定され得る。そのような構成では、ＣＳＩ参照サブフレームがＵＥのＤＲＸアクティブ状
態中にあるときのみ、ＵＥが、ＣＳＩ参照サブフレームにおいて測定されたＣＳＩを報告
し得る。
【００６９】
　[0089]　図１７は、第２の代替手法を示すフローチャート１７００である。本方法は、
ＵＥ１０２、２０６、６５０など、ＵＥによって行われ得る。１７０２で、ＵＥは、フレ
ームのサブフレームの第１のセットを含む第１のＣＳＩサブフレームセットと、フレーム
のサブフレームの第２のセットを含む第２のＣＳＩサブフレームセットとを決定する。サ
ブフレームの第１のセット中のサブフレームは、サブフレームの第２のセット中のサブフ
レームとは異なる。例えば、図１３を参照すると、ＵＥは、ＤＬサブフレーム＃０、１、
５、および６が第１のＣＳＩサブフレームセット（セット０）中にあり、ＤＬサブフレー
ム＃３、４、８、および９が第２のＣＳＩサブフレームセット（セット１）中にあると決
定し得る。
【００７０】
　[0090]　１７０４において、ＵＥは、第１のＣＳＩサブフレームセットまたは第２のＣ
ＳＩサブフレームセットのうちの１つにおいてＣＳＩ参照サブフレームを決定する。例え
ば、図１３を参照すると、ＵＥは、第１のＣＳＩサブフレームセット（セット０）のため
のＣＳＩ参照サブフレームがサブフレーム＃０であると決定し得る。
【００７１】
　[0091]　１７０６において、ＵＥは、ＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測定す
る。例えば、図１３を参照すると、ＵＥは、サブフレーム＃０においてＣＳＩを測定し得
る。
【００７２】
　[0092]　１７０８において、ＵＥは、ＣＳＩ参照サブフレームのためにのみ測定された
ＣＳＩを記憶する。例えば、図１３を参照すると、Ａ－ＣＳＩトリガが後でサブフレーム
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＃３において受信されると、ＵＥは、後で報告するためにサブフレーム＃０において測定
されたＣＳＩを記憶する。しかしながら、ＵＥはサブフレーム＃８からセット１のための
ＣＳＩ測定を取得し得るので、ＵＥは、サブフレーム＃８において受信されるＡ－ＣＳＩ
トリガのためのＣＳＩ測定を事前測定し記憶／バッファしないことがある。
【００７３】
　[0093]　１７１０において、ＵＥは、第１のＣＳＩサブフレームセットまたは第２のＣ
ＳＩサブフレームセットのうちの１つ中のトリガリングサブフレームにおいて非周期ＣＳ
Ｉ要求を受信する。トリガリングサブフレームはＣＳＩ参照サブフレームの後にある。Ｃ
ＳＩ参照サブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、トリガリングサブフ
レームが第１のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、非周期ＣＳＩ要求は第２のＣＳ
Ｉサブフレームセットについてのものであり、ＣＳＩ参照サブフレームが第１のＣＳＩサ
ブフレームセット中にあり、トリガリングサブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセッ
ト中にあるとき、非周期ＣＳＩ要求は第１のＣＳＩサブフレームセットについてのもので
ある。例えば、図１３を参照すると、ＵＥは、第２のＣＳＩサブフレームセット（セット
１）中のトリガリングサブフレーム＃３において非周期ＣＳＩ要求を受信する。トリガリ
ングサブフレーム＃３はＣＳＩ参照サブフレーム＃０の後にある。この例では、非周期Ｃ
ＳＩ要求が第１のＣＳＩサブフレームセット（セット０）についてのものであり、ＣＳＩ
参照サブフレーム＃０が第１のＣＳＩサブフレームセット（セット０）中にあり、トリガ
リングサブフレーム＃３が第２のＣＳＩサブフレームセット（セット１）中にある。
【００７４】
　[0094]　１７１２において、ＵＥはＣＳＩ測定を報告する。例えば、図１３を参照する
と、サブフレーム＃３において受信されるＡ－ＣＳＩ要求／トリガに応答して、ＵＥは、
サブフレーム＃７においてサブフレーム＃０からのＣＳＩ測定を報告する。
【００７５】
　[0095]　一構成で、ＵＥは、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ構成を決定し、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ構
成に基づいて、ＣＳＩ参照サブフレームが第１のＣＳＩサブフレームセットについてのも
のであるか第２のＣＳＩサブフレームセットについてのものであるかを決定する。一構成
では、第１のＣＳＩサブフレームセットがフレームのサブフレーム０、１、５、および６
を含み、第２のＣＳＩサブフレームセットがフレームの少なくとも１つの他のサブフレー
ムを含む。そのような構成では、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ構成がＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ構成０、
１、３または６のうちの１つであるとき、ＣＳＩ参照サブフレームが第２のＣＳＩサブフ
レームセット内にあると決定され、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ構成がＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ構成２
、４、または５のうちの１つであるとき、ＣＳＩ参照サブフレームが第１のＣＳＩサブフ
レームセット内にあると決定される。代替手法１とともに働き得る代替手法４によれば、
ＣＳＩ参照サブフレームがＵＥのＤＲＸアクティブ状態中にあるときのみ、ＣＳＩ参照サ
ブフレーム中のＣＳＩは測定される。この手法では、ＣＳＩ参照サブフレームがＵＥのＤ
ＲＸアクティブ状態中にあるときのみ、ＵＥが、ＣＳＩ参照サブフレームにおいて測定さ
れたＣＳＩを報告する。
【００７６】
　[0096]　図１８は、第３の代替手法を示すフローチャート１８００である。本方法は、
ＵＥ１０２、２０６、６５０など、ＵＥによって行われ得る。１８０２で、ＵＥは、フレ
ームのサブフレームの第１のセットを含む第１のＣＳＩサブフレームセットと、フレーム
のサブフレームの第２のセットを含む第２のＣＳＩサブフレームセットとを決定する。サ
ブフレームの第１のセット中のサブフレームは、サブフレームの第２のセット中のサブフ
レームとは異なる。１８０４で、ＵＥは、構成されたキャリアの数、またはＣＳＩ測定に
ついての非周期ＣＳＩ要求を受信する前にＣＳＩ測定を記憶するためのキャリアの各々へ
のサポート（ＵＥ能力）のうちの少なくとも１つに基づいて、第１のＣＳＩサブフレーム
セットまたは第２のＣＳＩサブフレームセットのうちの少なくとも１つにおいて少なくと
も１つのＣＳＩ参照サブフレームを決定する。例えば、上記で説明したように、ＵＥは、
構成されたキャリアの数および／またはＵＥ能力（構成されたキャリアの各々が、ＣＳＩ
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測定についての非周期ＣＳＩ要求を受信する前にＣＳＩ測定を記憶することをサポートす
るかどうか）に基づいて、手法１を使用すべきか手法２を使用すべきかを決定し得る。１
８０６で、ＵＥは、決定された少なくとも１つのＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩ
を測定する。１８０８で、ＵＥはＣＳＩ測定を報告する。
【００７７】
　[0097]　図１９は、例示的な装置１９０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間の
データフローを示す概念データフロー図１９００である。装置１９０２は、ＵＥ１０２、
２０６、６５０など、ＵＥであり得る。装置１９０２は、受信モジュール１９０４と、Ｃ
ＳＩ参照、トリガリング、および報告サブフレーム決定モジュール（本明細書で「ＣＳＩ
サブフレーム決定モジュール」と呼ぶ）１９０６と、ＣＳＩ測定モジュール１９０８と、
送信モジュール１９１０とを含む。本装置は、ＣＳＩ記憶モジュール１９１２をさらに含
むことができる。
【００７８】
　[0098]　第１の構成では、ＣＳＩサブフレーム決定モジュール１９０６が、フレームの
サブフレームの第１のセットを含む第１のＣＳＩサブフレームセットと、フレームのサブ
フレームの第２のセットを含む第２のＣＳＩサブフレームセットとを決定するように構成
される。サブフレームの第１のセット中のサブフレームは、サブフレームの第２のセット
中のサブフレームとは異なる。ＣＳＩサブフレーム決定モジュール１９０６は、第１のＣ
ＳＩサブフレームセットまたは第２のＣＳＩサブフレームセットのうちの１つにおいてＣ
ＳＩ参照サブフレーム１９７０を決定するようにさらに構成される。受信モジュール１９
０４は、ＣＳＩ参照サブフレーム１９７０を受信し、ＣＳＩ参照サブフレーム内でＣＳＩ
を測定するためのＣＳＩ参照サブフレームまたは情報をＣＳＩ測定モジュール１９０８に
与えるように構成される。ＣＳＩ測定モジュール１９０８は、ＣＳＩ参照サブフレーム１
９７０においてＣＳＩを測定するように構成される。受信モジュール１９０４は、第１の
ＣＳＩサブフレームセットまたは第２のＣＳＩサブフレームセットのうちの１つ中のトリ
ガリングサブフレームにおいて非周期ＣＳＩ要求１９８０を受信するように構成される。
トリガリングサブフレームはＣＳＩ参照サブフレームの後にある。ＣＳＩ参照サブフレー
ムが第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、トリガリングサブフレームが第１のＣＳ
Ｉサブフレームセット中にあるとき、非周期ＣＳＩ要求は第２のＣＳＩサブフレームセッ
トについてのものであり、ＣＳＩ参照サブフレームが第１のＣＳＩサブフレームセット中
にあり、トリガリングサブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、非
周期ＣＳＩ要求は第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものである。
【００７９】
　[0099]　一構成では、ＣＳＩ参照サブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセット中に
あり、トリガリングサブフレームが第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、非周期Ｃ
ＳＩ要求が第２のＣＳＩサブフレームセットについて受信される。そのような構成では、
ＣＳＩサブフレーム決定モジュール１９０６が、非周期ＣＳＩ測定がその中で報告される
べきである報告サブフレームを決定するように構成される。さらに、ＣＳＩサブフレーム
決定モジュール１９０６は、トリガリングサブフレームと報告サブフレームとの間の第２
のＣＳＩサブフレームセット内にダウンリンクサブフレームがあるかどうかを決定するよ
うに構成される。トリガリングサブフレームは報告サブフレームの少なくとも４サブフレ
ーム前に位置する。ＣＳＩ測定モジュール１９０８は、トリガリングサブフレームと報告
サブフレームとの間の第２のＣＳＩサブフレームセット内にダウンリンクサブフレームが
あり、ダウンリンクサブフレームが報告サブフレームの少なくとも４サブフレーム前にあ
るとき、ダウンリンクサブフレームにおいてＣＳＩを測定するように構成される。
【００８０】
　[00100]　一構成で、送信モジュール１９１０は、報告サブフレームの少なくとも４サ
ブフレーム前におよびトリガリングサブフレームと報告サブフレームとの間の第２のＣＳ
Ｉサブフレームセット内にダウンリンクサブフレームがないとき、報告サブフレーム内で
ＣＳＩ参照サブフレームからのＣＳＩ測定を報告するように構成される。一構成で、送信
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モジュール１９１０は、報告サブフレームの少なくとも４サブフレーム前におよびトリガ
リングサブフレームと報告サブフレームとの間の第２のＣＳＩサブフレームセット内にダ
ウンリンクサブフレームがあるとき、報告サブフレーム内でダウンリンクサブフレームか
らのＣＳＩ測定を報告するように構成される。
【００８１】
　[00101]　一構成で、受信モジュール１９０４は、ＲＲＣシグナリングを通してＣＳＩ
参照サブフレームの半静的ＣＳＩ構成１９６０を受信するように構成され得る。受信モジ
ュール１９０４は、半静的ＣＳＩ構成１９６０をＣＳＩサブフレーム決定モジュール１９
０６に与え得る。ＣＳＩサブフレーム決定モジュール１９０６は、第１のＣＳＩサブフレ
ームセットまたは第２のＣＳＩサブフレームセットのうちの１つ内の第１のダウンリンク
サブフレームであるべきＣＳＩ参照サブフレームを決定し得る。
【００８２】
　[00102]　一構成では、ＣＳＩ参照サブフレームが第１のＣＳＩサブフレームセット中
にあり、トリガリングサブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、非周期
ＣＳＩ要求が第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものである。そのような構成で
は、ＣＳＩサブフレーム決定モジュール１９０６が、第２のＣＳＩサブフレームセットに
おいて第２のＣＳＩ参照サブフレームを決定するように構成される。さらに、ＣＳＩ測定
モジュール１９０８は、第２のＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測定するように
構成される。さらに、受信モジュール１９０４は、第１のＣＳＩサブフレームセット中の
第２のトリガリングサブフレームにおいて第２の非周期ＣＳＩ要求を受信するように構成
される。第２のトリガリングサブフレームは第２のＣＳＩ参照サブフレームの後にある。
第２の非周期ＣＳＩ要求は第２のＣＳＩサブフレームセットについてのものである。一構
成では、ＣＳＩ参照サブフレームおよび第２のＣＳＩ参照サブフレームが、第１のＣＳＩ
サブフレームセットおよび第２のＣＳＩサブフレームセット中のただ２つのＣＳＩ参照サ
ブフレームである。
【００８３】
　[00103]　一構成で、ＣＳＩ測定モジュール１９０８は、ＣＳＩ参照サブフレームがＵ
ＥのＤＲＸアクティブ状態中にあるときのみ、ＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを
測定し、送信モジュール１９１０は、ＣＳＩ参照サブフレームがＵＥのＤＲＸアクティブ
状態中にあるときのみ、ＣＳＩ参照サブフレームにおいて測定されたＣＳＩを報告する。
【００８４】
　[00104]　第２の構成で、ＣＳＩサブフレーム決定モジュール１９０６は、フレームの
サブフレームの第１のセットを含む第１のＣＳＩサブフレームセットと、フレームのサブ
フレームの第２のセットを含む第２のＣＳＩサブフレームセットとを決定するように構成
される。サブフレームの第１のセット中のサブフレームは、サブフレームの第２のセット
中のサブフレームとは異なる。さらに、ＣＳＩサブフレーム決定モジュール１９０６は、
第１のＣＳＩサブフレームセットまたは第２のＣＳＩサブフレームセットのうちの１つに
おいてＣＳＩ参照サブフレームを決定するように構成される。ＣＳＩ測定モジュール１９
０８は、ＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測定するように構成される。ＣＳＩ記
憶モジュール１９１２は、ＣＳＩ参照サブフレームのためにのみ測定されたＣＳＩを記憶
するように構成される。受信モジュール１９０４は、第１のＣＳＩサブフレームセットま
たは第２のＣＳＩサブフレームセットのうちの１つ中のトリガリングサブフレームにおい
て非周期ＣＳＩ要求を受信するように構成される。トリガリングサブフレームはＣＳＩ参
照サブフレームの後にある。ＣＳＩ参照サブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセット
中にあり、トリガリングサブフレームが第１のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、
非周期ＣＳＩ要求は第２のＣＳＩサブフレームセットについてのものであり、ＣＳＩ参照
サブフレームが第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、トリガリングサブフレームが
第２のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、非周期ＣＳＩ要求は第１のＣＳＩサブフ
レームセットについてのものである。
【００８５】
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　[00105]　一構成で、ＣＳＩサブフレーム決定モジュール１９０６はまた、ＴＤＤアッ
プリンク／ダウンリンク構成を決定し、ＴＤＤアップリンク／ダウンリンク構成に基づい
て、ＣＳＩ参照サブフレームが第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものであるか
第２のＣＳＩサブフレームセットについてのものであるかを決定し得る。一構成で、第１
のＣＳＩサブフレームセットはフレームのサブフレーム０、１、５、および６を含み、第
２のＣＳＩサブフレームセットはフレームの少なくとも１つの他のサブフレームを含む。
そのような構成では、ＴＤＤアップリンク／ダウンリンク構成がＴＤＤアップリンク／ダ
ウンリンク構成０、１、３または６のうちの１つであるとき、ＣＳＩ参照サブフレームが
第２のＣＳＩサブフレームセット内にあると決定され、ＴＤＤアップリンク／ダウンリン
ク構成がＴＤＤアップリンク／ダウンリンク構成２、４、または５のうちの１つであると
き、ＣＳＩ参照サブフレームは第１のＣＳＩサブフレームセット内にあると決定される。
一構成で、ＣＳＩサブフレーム決定モジュール１９０６は、ＣＳＩ参照サブフレームがＵ
ＥのＤＲＸアクティブ状態中にあるときのみ、ＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを
測定するように構成され、送信モジュール１９１０は、ＣＳＩ参照サブフレームがＵＥの
ＤＲＸアクティブ状態中にあるときのみ、ＣＳＩ参照サブフレームにおいて測定されたＣ
ＳＩを報告するように構成される。
【００８６】
　[00106]　上記で説明したように、代替手法１、２、３、および４は、ＵＥ１０２、２
０６、６５０などの装置によって行われ得る。本装置は、図１６～図１８の上述のフロー
チャート中のアルゴリズムのブロックの各々を行う追加のモジュールを含み得る。従って
、図１６～図１８の上述のフローチャート中の各ブロックは１つのモジュールによって行
われ得、本装置は、それらのモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。モジュール
は、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うように特に構成される１つまたは複数のハ
ードウェア構成要素であるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うように構成され
るプロセッサによって実施されるか、プロセッサによる実施のためにコンピュータ可読媒
体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。コンピュータ可読媒体
は、ワイヤレス通信のための、並びに特に、代替手法１、２、３、および／または４のう
ちの少なくとも１つを行うためのコンピュータ実行可能コードを記憶する。
【００８７】
　[00107]　図２０は、処理システム２０１４を採用する装置１９０２’のためのハード
ウェア実施形態の一例を示す図２０００である。処理システム２０１４は、バス２０２４
によって概略的に表されるバスアーキテクチャで実施され得る。バス２０２４は、処理シ
ステム２０１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バ
スおよびブリッジを含み得る。バス２０２４は、プロセッサ２００４によって表される１
つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１９０
４、１９０６、１９０８、１９１０、および１９１２と、コンピュータ可読媒体／メモリ
２００６とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス２０２４はまた、タイミングソー
ス、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが
、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、従って、これ以上説明されない
。
【００８８】
　[00108]　処理システム２０１４はトランシーバ２０１０に結合され得る。トランシー
バ２０１０は１つまたは複数のアンテナ２０２０に結合される。トランシーバ２０１０は
、送信媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ２０
１０は、１つまたは複数のアンテナ２０２０から信号を受信し、受信された信号から情報
を抽出し、抽出された情報を処理システム２０１４、特に受信モジュール１９０４に与え
る。さらに、トランシーバ２０１０は、処理システム２０１４、特に送信モジュール１９
１０から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ２０２０
に適用されるべき信号を生成する。処理システム２０１４は、コンピュータ可読媒体／メ
モリ２００６に結合されたプロセッサ２００４を含む。プロセッサ２００４は、コンピュ
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ータ可読媒体／メモリ２００６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担
当する。ソフトウェアは、プロセッサ２００４によって実行されたとき、処理システム２
０１４に、特定の装置のための上記で説明した様々な機能を行わせる。コンピュータ可読
媒体／メモリ２００６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ２００４によっ
て操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュール１９０
４、１９０６、１９０８、１９１０、および１９１２のうちの少なくとも１つをさらに含
む。それらのモジュールは、プロセッサ２００４中で動作するか、コンピュータ可読媒体
／メモリ２００６中に存在する／記憶されたソフトウェアモジュールであるか、プロセッ
サ２００４に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれ
らの何らかの組合せであり得る。処理システム２０１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり
得、メモリ６６０、並びに／またはＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およ
びコントローラ／プロセッサ６５９のうちの少なくとも１つを含み得る。
【００８９】
　[00109]　一構成では、ワイヤレス通信のための装置１９０２／１９０２’が、フレー
ムのサブフレームの第１のセットを含む第１のＣＳＩサブフレームセットと、フレームの
サブフレームの第２のセットを含む第２のＣＳＩサブフレームセットとを決定するための
手段を含む。サブフレームの第１のセット中のサブフレームは、サブフレームの第２のセ
ット中のサブフレームとは異なる。さらに、本装置は、第１のＣＳＩサブフレームセット
または第２のＣＳＩサブフレームセットのうちの１つにおいてＣＳＩ参照サブフレームを
決定するための手段を含む。さらに、本装置は、ＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩ
を測定するための手段を含む。さらに、本装置は、第１のＣＳＩサブフレームセットまた
は第２のＣＳＩサブフレームセットのうちの１つ中のトリガリングサブフレームにおいて
非周期ＣＳＩ要求を受信するための手段を含む。トリガリングサブフレームはＣＳＩ参照
サブフレームの後にある。ＣＳＩ参照サブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセット中
にあり、トリガリングサブフレームが第１のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、非
周期ＣＳＩ要求は第２のＣＳＩサブフレームセットについてのものであり、ＣＳＩ参照サ
ブフレームが第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、トリガリングサブフレームが第
２のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、非周期ＣＳＩ要求は第１のＣＳＩサブフレ
ームセットについてのものである。
【００９０】
　[00110]　一構成では、ＣＳＩ参照サブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセット中
にあり、トリガリングサブフレームは第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、非周期
ＣＳＩ要求は第２のＣＳＩサブフレームセットについて受信される。そのような構成で、
本装置は、非周期ＣＳＩ測定がその中で報告されるべきである報告サブフレームを決定す
るための手段をさらに含む。さらに、本装置は、トリガリングサブフレームと報告サブフ
レームとの間の第２のＣＳＩサブフレームセット内にダウンリンクサブフレームがあるか
どうかを決定するための手段をさらに含む。トリガリングサブフレームは報告サブフレー
ムの少なくとも４サブフレーム前に位置する。さらに、本装置は、トリガリングサブフレ
ームと報告サブフレームとの間の第２のＣＳＩサブフレームセット内にダウンリンクサブ
フレームがあり、ダウンリンクサブフレームが報告サブフレームの少なくとも４サブフレ
ーム前にあるとき、ダウンリンクサブフレームにおいてＣＳＩを測定するための手段を含
む。
【００９１】
　[00111]　一構成で、本装置は、報告サブフレームの少なくとも４サブフレーム前にお
よびトリガリングサブフレームと報告サブフレームとの間の第２のＣＳＩサブフレームセ
ット内にダウンリンクサブフレームがないとき、報告サブフレーム内でＣＳＩ参照サブフ
レームからのＣＳＩ測定を報告するための手段をさらに含む。一構成で、本装置は、報告
サブフレームの少なくとも４サブフレーム前におよびトリガリングサブフレームと報告サ
ブフレームとの間の第２のＣＳＩサブフレームセット内にダウンリンクサブフレームがあ
るとき、報告サブフレーム内でダウンリンクサブフレームからのＣＳＩ測定を報告するた
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めの手段をさらに含む。一構成で、本装置は、ＲＲＣシグナリングを通してＣＳＩ参照サ
ブフレームの半静的構成を受信するための手段をさらに含む。一構成では、ＣＳＩ参照サ
ブフレームが、第１のＣＳＩサブフレームセットまたは第２のＣＳＩサブフレームセット
のうちの１つ内の第１のダウンリンクサブフレームであると決定される。
【００９２】
　[00112]　一構成では、ＣＳＩ参照サブフレームが第１のＣＳＩサブフレームセット中
にあり、トリガリングサブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセット中にあり、非周期
ＣＳＩ要求が第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものである。そのような構成で
、本装置は、第２のＣＳＩサブフレームセットにおいて第２のＣＳＩ参照サブフレームを
決定するための手段と、第２のＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測定するための
手段と、第１のＣＳＩサブフレームセット中の第２のトリガリングサブフレームにおいて
第２の非周期ＣＳＩ要求を受信するための手段とを含む。第２のトリガリングサブフレー
ムは第２のＣＳＩ参照サブフレームの後にある。第２の非周期ＣＳＩ要求は第２のＣＳＩ
サブフレームセットについてのものである。一構成では、ＣＳＩ参照サブフレームおよび
第２のＣＳＩ参照サブフレームが、第１のＣＳＩサブフレームセットおよび第２のＣＳＩ
サブフレームセット中のただ２つのＣＳＩ参照サブフレームである。一構成では、ＣＳＩ
参照サブフレームがＵＥのＤＲＸアクティブ状態中にあるときのみ、ＣＳＩ参照サブフレ
ーム中のＣＳＩは測定される。そのような構成で、本装置は、ＣＳＩ参照サブフレームが
ＵＥのＤＲＸアクティブ状態中にあるときのみ、ＣＳＩ参照サブフレームにおいて測定さ
れたＣＳＩを報告するための手段をさらに含む。
【００９３】
　[00113]　上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を行うように構成される
、装置１９０２の上述のモジュールおよび／または装置１９０２’の処理システム２０１
４のうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム２０１４は
、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５９
とを含み得る。従って、一構成で、上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を
行うように構成されるＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントロー
ラ／プロセッサ６５９であり得る。
【００９４】
　[00114]　一構成で、ワイヤレス通信のための装置１９０２／１９０２’は、フレーム
のサブフレームの第１のセットを含む第１のＣＳＩサブフレームセットと、フレームのサ
ブフレームの第２のセットを含む第２のＣＳＩサブフレームセットとを決定するための手
段を含む。サブフレームの第１のセット中のサブフレームは、サブフレームの第２のセッ
ト中のサブフレームとは異なる。本装置は、第１のＣＳＩサブフレームセットまたは第２
のＣＳＩサブフレームセットのうちの１つにおいてＣＳＩ参照サブフレームを決定するた
めの手段と、ＣＳＩ参照サブフレームにおいてＣＳＩを測定するための手段と、ＣＳＩ参
照サブフレームのためにのみ測定されたＣＳＩを記憶するための手段と、第１のＣＳＩサ
ブフレームセットまたは第２のＣＳＩサブフレームセットのうちの１つ中のトリガリング
サブフレームにおいて非周期ＣＳＩ要求を受信するための手段とをさらに含む。トリガリ
ングサブフレームはＣＳＩ参照サブフレームの後にある。ＣＳＩ参照サブフレームが第２
のＣＳＩサブフレームセット中にあり、トリガリングサブフレームが第１のＣＳＩサブフ
レームセット中にあるとき、非周期ＣＳＩ要求は第２のＣＳＩサブフレームセットについ
てのものであり、ＣＳＩ参照サブフレームが第１のＣＳＩサブフレームセット中にあり、
トリガリングサブフレームが第２のＣＳＩサブフレームセット中にあるとき、非周期ＣＳ
Ｉ要求は第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものである。
【００９５】
　[00115]　一構成で、本装置は、ＴＤＤアップリンク／ダウンリンク構成を決定するた
めの手段と、ＴＤＤアップリンク／ダウンリンク構成に基づいて、ＣＳＩ参照サブフレー
ムが第１のＣＳＩサブフレームセットについてのものであるか第２のＣＳＩサブフレーム
セットについてのものであるかを決定するための手段とをさらに含む。一構成では、第１
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のＣＳＩサブフレームセットがフレームのサブフレーム０、１、５、および６を含み、第
２のＣＳＩサブフレームセットがフレームの少なくとも１つの他のサブフレームを含む。
そのような構成では、ＴＤＤアップリンク／ダウンリンク構成がＴＤＤアップリンク／ダ
ウンリンク構成０、１、３または６のうちの１つであるとき、ＣＳＩ参照サブフレームは
第２のＣＳＩサブフレームセット内にあると決定され、ＴＤＤアップリンク／ダウンリン
ク構成がＴＤＤアップリンク／ダウンリンク構成２、４、または５のうちの１つであると
き、ＣＳＩ参照サブフレームは第１のＣＳＩサブフレームセット内にあると決定される。
【００９６】
　[00116]　一構成では、ＣＳＩ参照サブフレームがＵＥのＤＲＸアクティブ状態中にあ
るときのみ、ＣＳＩ参照サブフレーム中のＣＳＩは測定される。そのような構成で、本装
置は、ＣＳＩ参照サブフレームがＵＥのＤＲＸアクティブ状態中にあるときのみ、ＣＳＩ
参照サブフレームにおいて測定されたＣＳＩを報告するための手段をさらに含む。
【００９７】
　[00117]　上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を行うように構成される
、装置１９０２の上述のモジュールおよび／または装置１９０２’の処理システム２０１
４のうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム２０１４は
、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５９
とを含み得る。従って、一構成で、上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を
行うように構成されるＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントロー
ラ／プロセッサ６５９であり得る。
【００９８】
　[00118]　開示したプロセス／フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階
層は、例示的な手法の一例であることを理解されたい。設計選好に基づいて、プロセス／
フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階層は再構成され得ることを理解さ
れたい。さらに、いくつかのブロックは組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の
方法クレームは、様々なブロックの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示され
た特定の順序または階層に限定されるものではない。
【００９９】
　[00119]　以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施できるように
するために提供される。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであ
り、本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。従って、特許請求の範囲
は、本明細書で示した態様に限定されるものではなく、特許請求の範囲の言い回しに矛盾
しない全範囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は、そのよ
うに明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数
の」を意味するものである。「例示的」という単語は、本明細書で「例、事例、または例
示の働きをすること」を意味するために使用される。「例示的」として本明細書で説明さ
れたいずれの態様も、必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべきで
あるとは限らない。別段に明記されない限り、「いくつかの」という語は「１つまたは複
数の」を表す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのう
ちの少なくとも１つ」、並びに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合
せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、複数のＡ、複数のＢ、または複
数のＣを含み得る。具体的には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、
Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、並びに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組
合せ」などの組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ
、ＡおよびＢおよびＣであり得、ここで、任意のそのような組合せは、Ａ、Ｂ、またはＣ
のうちの１つまたは複数のメンバを含んでいることがある。当業者に知られているかまた
は後で知られることになる、本開示全体にわたって説明した様々な態様の要素に対する全
ての構造的および機能的均等物は、参照により本明細書に明白に組み込まれ、特許請求の
範囲によって包含されるものである。さらに、本明細書に開示されたものは、そのような
開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかどうかにかかわらず、公に供されるこ
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を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈され
るべきではない。
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